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一
MTサ ミッ トXVIへ の期待

        中岩 浩巳

アジア太平洋機械翻訳協会 会長/名 古屋大学

1.機 械翻訳への期待の高ま り

 最近、機械翻訳技術が注目を集めている。 これは、

昨今の急速なグローバル化にともない、今まで国際的

ビジネスを盛んに行ってきた大企業だけではなく、中

小企業 も海外 とのビジネスが盛んになり、日本産業の

海外依存度増大が1つ の要因である。それに伴い、産

業翻訳の需要 も急増 しているため、翻訳会社や国際企

業の翻訳セクションでの翻訳業務に、機械翻訳を導入

したいという声が高まっている。また、日本の急速な

少子高齢化及び人 口減傾向に伴 う、日本国内の労働者

人口の急速な減少を受けて、海外人材雇用に向けた取

り組み強化 も別の要因である。海外人材が日本の様々

な現場で働 く際の最 も大きな問題は、日本語における

コミュニケーションである。すべての海外から来た人

材に、業務上問題のないレベルの日本語を習得させる

ことを必要とする想定労働者数を考えると現実的には

困難であり、この目的での機械翻訳の導入が期待 され

ている。 さらに、2020年 の東京オ リンピック ・パラ

リンピック開催や最近の円安傾向に伴い、観光目的を

中心とした来日外国人が急増 しており、今まで来なか

ったような地方観光都市にも、大挙 して外国人観光客

が来る状況になっており、従来は外国語に接 していな

かったその地域の方々が外国人とコミュニケーション

をする必要に迫られている。このように、様 々な場面

で外国語でのや り取 りの急増が、機械翻訳技術への期

待の高まりの要因の1つ である。

 別の要因は、最近の機械翻訳技術の急速な性能向上

である。具体的には、深層学習技術に基づくニューラ

ル機械翻訳NMT技 術を用いた機械翻訳サー ビスが、

相次いで リリース されたことである。特に昨年度の

Google翻 訳へのNMT技 術導入は、その大幅な訳文

品質向上に対 して大きな反響があった。今まで、日英 ・

英 日翻訳は、欧米諸国言語対に比べて、機械翻訳によ

る訳文品質が十分とは言えず、欧米諸国で既に進んで

いる翻訳業務の中に機械翻訳を活用することが、その

訳文品質の問題か ら、進んでいなかった。しか し、NMT

技術を用いた機械翻訳の性能向上を見ていると、欧米

諸国で既に進んでいる、機械翻訳を用いた翻訳プロセ

スを日本において最も需要の高い日英 ・英 日や 日中 ・

中日の翻訳に導入することが十分可能になったのでは

ないだろうか。

 上記のような、環境面及び技術面での変化を受けて、

アジア太平洋機械翻訳協会 としては、今まで進めてき

た様々な活動を見直 し、新たな機械翻訳時代に合った

形での活動を行 う時期に来ているとの認識を持ってい

る。例えば、日英 ・英日、日中 ・中日の翻訳において

主流であった、ルールベース機械翻訳及び統計機械翻

訳に変わってニューラル機械翻訳が、翻訳プロセスの

主流になってきたときに、どのような問題が発生する

か(NMTに ついてよく言われる問題は、訳漏れや同

じ語の過剰訳出、学習にかかる莫大な計算量等)、また、

翻訳結果を受け取った側はどのように扱っていけばよ

かなどを、本協会が分析 ・調査 し、情報発信 していく

べきであると考えている。

2.MTサ ミ ッ トXVI

 上記のような、機械翻訳への期待が高まっているタ

イミングで、機械翻訳に関する代表的国際会議MTサ
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ミッ トXVIが 、2017年9月 に 日本 ・名古屋 にお いて

開催 され る。 本会議は 、国 際機械 翻訳協会(IAMT)

が 主 催 し、1987年 に 第1回 が箱根 で行 われ て以降 、

隔年 で、欧州(ヨ ー ロ ッパ機械翻訳協会EAMT運 営)、

米州(ア メ リカ機械翻訳協会AMTA運 営)、 アジア(ア

ジア太平洋機械翻訳協会AAMT運 営)の 順 で開催 さ

れ てお り、今回 の 日本開催 は、1993年 に神 戸で行 われ

た第4回 大会以来24年 ぶ りである。MTサ ミッ トは、

機械 翻訳(MT)に 関 す る研究開発 、機械 翻訳技術の利 用

法、政府機 関での機械 翻訳 プ ロジェ ク トな ど、機械 翻

訳の開発 ・利 用 ・活動 等様 々な研 究成果、ベス トプ ラ

クテ ィス等を発表 ・共有す るユニー クな国際会議であ

る。 本会議には、機械 翻訳 の研 究開発者 、機 械翻訳ベ

ンダーに加 えて、機械 翻訳の利用者側で ある、翻訳業

者 、LSP(言 語 関連 サー ビス提供 者)、 翻訳者 、翻訳 ツ

ール関係 者、企業内翻訳 ・マニ ュアル作成 ・ロー カラ

イズ部門、国際機 関等、様 々な分野の方 々が 国内外か

ら参加 し、それぞれのお立場か ら情報提供 ・収集 ・交

換や 、議論 を行 う機 会 を提供 している。

 本 会議では、機 械翻訳に関す る様 々なセ ッシ ョンが

企画 されてい る。 まず 、機械翻訳技術や機械翻訳 の利

用 、また 、機械翻訳 を用い た ビジネス等 、機械翻訳 に

関連す る様 々な分野 を リー ドす る方 々による招待講演

やパ ネルデ ィスカ ッシ ョンが行 われ る。 また、論 文募

集 を行 い、選 ばれ た論文 を発表す る一般講演 では、機

械翻訳の研究 開発成果 を発表す るResearch hackと 、

機械翻訳 の利用方法や翻訳 コス ト削減 な ど、機械翻訳

利 用 に 関 す る ベ ス トプ ラ ク テ ィ ス を 発 表 す る

Commercial MT Users and Translators Trackの2種

類 のセ ッシ ョンに分かれ て、最 先端 の様 々な講演 を聴

講す るこ とが できる。 また、テ クノ ロジーシ ョー ケー

ス とい う技術展示セ ッシ ョンでは、デモ も交 えて、様 々

な機械翻訳 に関す る技術 をポスター展示形式 で体験す

る ことが できる。 さらに、機械翻訳 技術及 び機械翻訳

の活用 方法 の関す るチュー トリアル セ ッシ ョン、機械

翻訳 に関連す る限定 した トピックでの ワーク ショップ

も開催 される。特 に今回は 、 日本翻訳連盟(JTF)様

と共催の特別 ワークショップを実施する予定で、機械

翻訳の専門家ではなくても、機械翻訳に興味のある

方々に広く参加いただき、機械翻訳の最近の動向や利

用方法などについてわか りやす く解説するセッション

が企画されている。

 アジア太平洋機械翻訳協会は、この会議 を契機に、

日本国内だけではなく、真のアジア太平洋地区を代表

する機械翻訳協会 となるように、活動を展開 したい。

また、会員の皆様を中心として、機械翻訳に興味を持

たれている方々のニーズを把握 し、皆様に魅力ある協

会 となるべ く努力したい。上記のとお り、多 くの皆様

に とって魅 力的で有 意義 な国 際会議 とな るよ う

AAMTが 中心 となって準備を進めているので、多くの

皆様の本会議への、ご投稿、ご参加、ご支援をお願い

したい。
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一
                 機 械翻 訳 シンポ ジ ウム

AIで 変 わるグ ローバル コ ミュニケー シ ョン ー身近 になった機械翻 訳一

  氏名 井佐原均

所属 豊橋技術科学大学

1.基 本情報

主催:国 立大学法 人豊橋技術科 学大学

共催:日 本マ イク ロソフ ト株式 会仕

   株 式 会社 ブ ロー ドバ ン ドタ ワー

   株 式 会社 工一アイス クエア

後援:文 部科学省

日時:2017年4月24日(月)13:00～16:40

場 所:ス テー シ ョンコンファ レンス東京(東 京駅直結)

参 加者数:220名

     会 場 定員に達 したため、事前受付 を終了。

プログラム(敬 称略):

・主催者挨拶 豊橋技術科学大学副学長 原邦彦

・共催者挨拶 日本マイクロソフ トCTO 榊原彰

       ブロー ドバ ン ドタワー代表取締役

            会長兼社長CEO 藤原洋

・来賓ご挨拶 文部科学省研究振興局

            参事官(情 報担当)原 克彦

・基調講演

  機械翻訳が広げるグローバルコミュニケーション

         豊橋技術科学大学教授 井佐原均

・特別講演  機械翻訳の次の課題

   国際高等研究所所長、京都大学元総長 長尾真

・プロジェク ト進捗報告

  一実用化に向けて。研究からビジネスヘー

         豊橋技術科学大学教授 井佐原均

   株式会社ブロー ドバン ドタワー

   AIス クエアーオープンイノベーション研究所

                執行役員 根本茂

             癬驚.・  1鰯墜

           難灘 ゼ 霧輪 謝鱗 ζ

≦ξ 汽、
     電                 、

臓 ノ 銚㌦
蜘  擁痢 漕        惣Ai
Zi

        鷺

満員の会場

・招待講演  機械翻訳技術の最先端

  Microsoft Research, Principal Group Program

            Manager, Chris Wendt

  英語での講演をリアル タイムで機械翻訳システム

  によって日本語に翻訳。

・パネル討論

一機械翻訳がもたらす新 しいコミュニティへの期待一

 モデ レータ:豊 橋技術科学大学教授 井佐原均

 パネリス ト:

   東洋大学教授、東京大学元教授 坂村健

   JTB L合研究所主任研究員 熊田順一

   メディア ドゥ取締役 溝口敦

   ブロー ドバン ドタワー代表取締役会長兼社長

                CEO 藤原洋

   日本マイクロソフ ト業務執行役員NTO

                  田丸健三郎
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2.概 要

豊橋技術科学大学は、 日本マイクロソフ ト株式会社、

株式会仕ブロー ドバン ドタワー、株式会社工一アイス

クエアと機械翻訳に関する協働研究プロジェク トを進

めている。このプロジェク トの進捗を報告するととも

に、AIで性能が急速に向上 した機械翻訳のビジネスで

の活用の可能性を紹介するシンポジウムを開催 した。

 本シンポジウムはニューラル機械翻訳技術がビジネ

スや教育など実際の仕会で実用 レベルに達 しつつある

ことを示す ことが目的の一つであった。機械翻訳によ

って言語障壁を克服することに対す る社会的関心は高

く、産業界を中心に文部科学省、経済産業省、総務省、

日本政府観光局、産業技術総合研究所、 日本特許情報

機構、佐賀県、宮崎県、オ リックス、ソニーなどか ら、

220名 の参加者を得、大盛況であった。公的にも関心

の高いシンポジウムになったことが伺える。

 シンポジウムでは英語での講演を機械翻訳システム

を用いて即時に翻訳 した。参加者は自分のスマホで翻

訳結果を見ることができ、機械翻訳の性能が予想をは

るかに超 えていることを実感 した。

 共同研究3者 の発表だけではなく、学術(長 尾真元

京都大学総長、坂村健元東京大学教授)、観光、デジタ

ルコンテンツに関わる講演やパネルを行い、これから

迎えるMT時 代が抱える問題点と展望を議論 した。

MT技 術をさらに進展させる必要性が明 らかになった。

 文部科学省研究振興局参事官(情 報担当)原 克彦様

には、本プロジェク トが成果を上げていること、また

文部科学省が推進 している産学連携の実例となってい

ることを高く評価 していただいた。

 当日の参加者からは、以下のような反響があった。

「民間企業 を うま く巻 き込んで プロジェク トを進 め ら

れてお り感銘 を うけま した。」 「全言語情報の機械翻訳

化の夜明 けを感 じ、未 だ興奮冷めや らぬ感 じです。」「大

盛会だ った よ うで何 よ りです。行 って良か った と絶賛

してお りま した。「とて も興味深 く、堪能 できたの は参

加 した聴衆の特権であ る。」

多言語情報発信支援の社会実装に関する研究
(イノベーション協働研究プロジェクト)

・翻訳エンジンの改良 盤袈讐吊熱   熱

       一
  ・要素技術の開発
  一辞書作戒・鋼限重語
  一ボランティア後編集

研究用テキストデータベース(コーパス)の蓄積 ・活用・公開

 地方 自治体、観光関運組織(コンベンションビューロー)、
 業界団体等から観光テキスト(対訳)の提供を受it.デ ータベース化。

開尭した技術の実ビジネスでの実証

    3者 の 協 働 プ ロ ジ ェ ク ト概 要

3.個 別発表 の詳細(敬 称略)

3-1.基 調講演

 機械翻訳が広げるグローバルコミュニケーション

        豊橋技術科学大学教授 井佐原均

          麟 臨 灘1,、1、

礁熟

イ》
無
窪

 

 

ヒ
㎝ 
 
夢

灘
難
灘

 ニューラル機械翻訳による翻訳例を見せながら、新

しい機械翻訳技術が可能にするグローバル コミュニケ

ーションを、産業界での国際競争力の強化 と、観光に

おけるインバウン ドの増加の2つ の面から論 じた。翻

訳などの非競争領域では協力(デ ータ共有)し てコス

トを削減することで、競争領域での個々の競争力の強

化に集中できるメリットを示 した。インバ ウンドにお

いては、来 日前の魅力的な情報提供 と来日後の有益な

情報の提供が重要であることを述べた。ニューラル機

械翻訳システムが人間とほぼ同程度(流 暢 さでは完ぺ

きに近く、正確さでも7割 の文はOK)に 達している

ことを述べた。 しか し、訳の抜けがあったり、誤訳が

あった りするという問題点を示 し、その解決の方向を

示 した。
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3-2.特 別講演 機械翻訳の次の課題

  国際高等研究所所長、京都大学元総長 長尾真

穿

難

讐

泌

機械翻訳システムの精度が向上した。誤訳はあるがだ

んだんと減っていく。それでも残る課題の解決に努力

することが必要である。論文や特許文書は文脈の影響

が少なく、専門用語集の充実や複雑な文構造を避ける

ことで対応できよう。対訳データの充実によって、品

質が向上 し人間の翻訳に近づ く。対話文は文脈の理解

が大切で、発話場面の情報や一般的社会知識が必要で

ある。そのような情報や知識か らの推論機能や、視覚

情報や感情 ・意図を処理するモデルの研究が必要であ

ろう。文学作品では、文章の深い理解 と適切な訳語選

択が不可欠であり、機械翻訳の対象 としない方が良い

だろう。これか らの課題 として、代名詞の指すものを

明 らかにすること、単語の数、省略語句などを推定す

ること、発話 した場所の情報や知識を活用した翻訳方

法を開発すること、知識を用いた推論機能を持つ対話

翻訳を実現することなどがあげられ る。

3-3.プ ロジェク ト進捗報告

     一実用化に向けて。研究からビジネスヘー

       豊橋技術科学大学教授 井佐原均

 株式会社ブロー ドバ ン ドタワーAIス クエアーオ

 ープンイノベーション研究所 執行役員 根本茂

豊橋技術科学大学、日本マイクロソフ ト、ブロー ドバ

ン ドタワーの3者 協働プロジェク トの現状を報告 した。

 まず、井佐原が高性能化 された現在の機械翻訳に残

る課題を解決 し翻訳精度を向上させることと、翻訳を

単体のシステムではなくサービスとらえる視点がこの

共同研究の特徴であることを述べた。

 豊 橋 技術科 学大学は、機械 翻訳活用技術 の提 案 ・開

発 、後編集 の コス トを低 減 させ る集合知後編集 、後編

集支援 、これ らを活 か した社会実装、デー タ収集 を行

う。 ブロー ドバ ン ドタ ワー とエーアイス クエアは、機

械翻訳活用技術 を本 学 と共同開発する とともに、 ビジ

ネスへ の展 開 とフィー ドバ ック、また言語 デー タの収

集 を行 う。 日本 マイク ロソフ トは膨 大な コーパ ス と計

算パ ワー の裏f寸けによる最新 のニューラル機械翻訳技

術 と音声処理技術 を提供す る。

 続 けて、根本 がブロー ドバ ン ドタ ワーが展開す る ビ

ジネスの例 と して、インバ ウン ドメディアでの翻訳機

能利用 にっ いて述べ た。

 事前の情報収集 として、多言語化によってリアルな

情報を提供 し、外国人の想起 ・想像を誘引し、訪 日を

促す。また 日本観光中には、訪 日外国人や 日本人によ

る観光地等の画像やコメン トを発信 し、リアルな日本

を知ってもらう。 さらに、具体的な展開例として、AI

を活用 したテキス ト解析によるインバウン ドマーケテ

ィング促進、機械翻訳を利用した学生たちによる国際

コラボレーション、日本酒関連情報の海外発信に向け

た活動支援を示 した。

3-4.招 待 講 演  機 械 翻 訳 技 術 の 最 先 端

   Arti丘cial Intelligence in Practical Use:

   Automatic Text and Speech Translation with

   Microsoft Translator

Microsoft Research, P血cipal Group Progra皿

Manager, Chris Wendt

ニューラル機械翻訳 の実サー ビスを行い、人間 と同 レ

ベル の翻訳精度 を実現 してい るMicrosofヒTranslator

に つ いて述 べた。
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英語講演 の即時通訳 を見るために 、スマホ

にアプ リをダウンロー ドしてい る参加者

この講演 は英語 で行 われ 、Microsoft Translatorに よ

って同時翻訳 が行 われ た。参加者 は無料 アプ リを 自分

のスマホにダ ウン ロー ドす ることに より、 ク リスの話

す英語の音声認識結果 と、Microsoft Translatorに よ

る 日本 語 出 力 とを スマ ホ上 で 見 る こ とが 出来 た。

Microsoft Translatorは60か 国語 に対応 してお り、

当日のデモを見た参加 者は、システムの完成度 が高 く、

実用域に達 してい ることを実感 で きた。

 Microsoft Translatorは 多 くの企業で使われてい る。

ここ半年 ない し1年 の間に、最新のニ ュー ラル機 械翻

訳へ と移 行が進んだ。 いずれの方式で も重要なのはデ

ー タであ る。 ニ ュー ラル機械 翻訳はcontextを 扱 える

ところに特徴 があ る。文法体 系が異 なる言語 に も強い、

流暢な翻訳が可能 とい った利点があ るとともに、学習

デー タの誤 りの影響を受けやすい、訳の抜けや繰 り返

しが起 こることがあ るとい った欠点 もあ る。

 マ イ クロ ソフ トの音声翻訳 システムでは、true text

とい う技術に よ り、話 し言葉 と書 き言葉の間の ギャ ッ

プ を埋め、実用的な音声翻訳 を実現 してい る。最後 に

機械翻訳 システムが言語障壁 を取 り除 き、講義や 会議 、

旅行、 ガイ ド、案内所、聴 覚障碍者支援な どに使い う

ることを実例 とともに示 した。

3-5.パ ネル討論

パ ネル討論 は 「機械 翻訳 が もた らす新 しいコ ミュニテ

ィへの期待 」 とい うタイ トルで行われ た。機械 翻訳 技

術 に よって生み出 され るであ ろ うイ ノベー シ ョンにつ

いて議論 を し、光 と影の両面か ら機械翻訳 技術 に対す

る理解 を深め ることを目指 した。

 最新 の機 械翻訳 システ ムによ り、言語 障壁 が大幅 に

下が った ことが社会 にどのよ うなインパ ク トを与 える

か。一方、性能が向上 した とはいえ機械 翻訳 システ ム

を ビジネスでの実ユー スに使 うには、満足で きない点

が あるだろ うか。 このよ うな点を念頭 において 、ニ ュ

ー ラル機械翻訳 によって広 がったアプ リケー シ ョンの

可能性(田 丸)、 機械翻訳 の高度化 が引 き起 こす社会革

新(坂 村)、 それぞれの ビジネ ス と、そ のユーザ に とっ

て のメ リッ ト ・期待(藤 原 、熊 田、溝 口)に つ いて、

各パ ネ リス トが ショー トトー クを行 った。

 シ ョー トトー クに続 く議論 にお いて は、機械翻訳 は

文学作 品には向かない といわれ るが 、ニュー ラル機械

翻訳 システムはむ しろ文学作品に強 いのではないか、

公 開の場 で システムのデモをす るのは勇気 がいるがマ

イ ク ロソフ トが実際の講演 を対象 に リアル タイムでの

翻訳 のデモを行 った ことは高 く評価す る、 といった意

見があった。

4.お わ りに

 今後は機械翻訳システムの性能をさらに向上させ、

また実際の場面に適応させことにより、使ってもらえ

る機械翻訳システムの実現を目指す。

6



一
第6回JTF翻 訳 セ ミナー

目次 由美子

LOGOStar

【日時】2017年3月23日(木)14:00～16:40

【会 場】剛堂会館

【主催 】 日本翻訳連盟

【テーマ】翻訳界 に、Game Changer『 使 え る自動翻訳』

が、降臨!

【登壇者 】隅 田 英一郎 Sumita Eiichiro (国研)情

報通信研 究機構(NICT)フ ェ ロー。先進的音声翻訳研 究

開発推進 セ ンター副セ ンター長。JTF理 事 、アジア太

平洋機械 翻訳協会(AAMT)理 事

※ 本稿 は、 日本翻訳連盟が発行す る 『日本翻訳 ジャ

  ー ナル』(Web版)に も同時掲載 いただ いていま

  す。

 熱 意あふれ る120名 の 参加者 で満席 となったセ ミナ

ー会場にて、 「本 日はみんなで思い切 り話 しま しょ う」

と隅 田氏は講演 を開始 した。

 1954年 に 世界 で初 めて 自動翻訳 が実現 され 、その可

能性 に多数の人が期待 し多大な研究資金 が投入 され た

が、ALPACレ ポー トで役 に立たない と判断 され急 速に

ブームが去 った(※1965年 に発表 され たア メ リカの

National Science Foundationが 組 織 したAutomatic

Language Processing Advisory Committeeに よ る レポー

トにおいて、当時の機 械翻訳の実用性 に疑問が呈 され 、

その研究促進 に否定的 見解 が示 され た)。3回 目のブー

ムを迎 えた今 、「自動翻訳 は使 えそ う」とい う評価 が広

ま りつつ ある。

 2016年ll月11日 に は、日英双方 向のGNMT(Google

Neural Machine Translation、 Googleニ ュー ラル機械翻

訳)が 公開 され 、最 も翻訳 が難 しい言語 対であ る日本

語 と英語 にお いて、性能 が圧倒 的に向上 した ことが幅

広 く認知 され た。

 NMTで は 、 まず単語 を実数 のベ ク トルに変換す る。

「王」のベ ク トル か ら 「男」のベ ク トル をマイナス し、

「女」のベ ク トル をプラスす ると、「女王」のベ ク トル

にな るといった具合に、ベ ク トル で意味が表現 され て

い るとみ ることがで きる。

 AI(Artificial Intelligence、 人 工知能)の 世界で使わ

れ る 「ニュー ラル ネ ッ ト」とい う言葉 には、「人間の脳

を模倣 しよう」 とい う気持 ちが込 められている。 つ ま

り、「人間 の神経回路網 」に対す る 「人 口の神経回路網」

とい った ところだ。人間の脳 は単純 な機能 を有す るニ

ュー ロンの組 み合わせで高度 な知的処理を実現 してい

ることか ら、同様 に コンピュー タで複雑な処理 を実現

すべ く 「ニ ュー ラル ネ ッ ト」が提唱 された。 先ほ どの

ベ ク トル表現がニ ュー ロンを伝わ る信号だ。

 ニ ュー ラルネ ッ トは盛ん に研究 された ものの、1990

年 頃 には計算の遅 さか らその研究 は下火になった。 近

年、GPU(Graphics Processing Unit)を 利 用す ることで

ニ ュー ラル ネ ッ トの計算の高速化 が可能 とな り、急速

に応用が広が ることとなった。

 参加 者か らのGPUの 価 格 に関す る質問に対 し、現状

では信頼性 の高い機 種 では1台 あた り約200万 円 、大

規模な コーパスか ら学習 させ るためには少な くて も

100台 が 必要 と考え られ るとの回答があった。AI一 般

での利用が可能 であるこ とか ら、GPUの 価 格の高騰が

起 こってい る。多数の メーカーが追随 してい るので、

今後、価格低下が期待 できる。

 NMTで も 、 SMT(Statistical Machine Translation,統

計 的機 械翻訳)と 同様 に、対 訳を学習 させ る必要が あ

る。NMTで は 入力文(原 文)は 単語 の意味 がベ ク トル

に変換 されニ ュー ラル ネ ッ トに取 り込 まれ 、「文 の終わ

り」 の記号 をきっか けに して 目的言語 での出力 を開始
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す る。入 力文が長 ければ長いほ ど意味の欠落 が発生 し、

結 果 として訳抜 けが生 じるそ うだ。

 一 方SMTで は 入力文がフ レーズに分割 され、各 フ

レーズが確 率的に翻訳 され、フ レーズの順 序 を確率的

に並べ替え る。 訳抜けは起 こりに くいが、文法違反は

起 こ りやすい。 日韓の よ うに文法が類似 してい る場合

は、SMTで も十分 に良質の翻訳 が出力 され るが、日英

の よ うに文法が異な るとさま ざまな工夫が必要に なる。

 文 法 を考慮 していないNMTで 、 日英の ようにま っ

た く文法が異な る言語対で良質の翻訳が 出力され る と

い うことは衝撃的 と捉 えられてい る。

 現 時点でのNMT、 SMT、 RBMT(Rule・Based Machine

Translation、 ル ールベース翻訳)の(研 究でな く)利

用可能なサー ビスの比較 も紹介 され た。 た とえば、流

暢 さではNMTの 圧 倒 的な強 さが示 され、 カス タマイ

ズにお いてはSMTが 優 れてお り、汎用性 については

RBMTが 高 く評価 されてい る。

 実 際 に 日本語か ら英語へ人手翻訳 した結果 、機械翻

訳 に後処理(ポ ス トエデ ィ ッ ト)を した結果 、機械翻

訳 した結果が並列 に表示 され た。機械翻訳 では、「興福

寺」 な どの固有名詞が適切 に訳 され ていない ことが見

て取れ た。 しか しなが ら翻訳 品質 だけではな くコス ト

とス ピー ドも考慮 した上 で利用者 が どれ を選択す るべ

きか を検討す べきであ り、 この検討 がな され るべ きと

ころまで 日英翻訳 の機械翻訳 は向上 した と考え られ て

いる ことが指摘 され た。

 実 際 に後処理 を試み ている とい う参加者 か らは、人

手での修正 が必要 がある と判断す るまでの時 間が

NMTで は従 来 よりも長 く要 してい るとの発 言があ っ

た。NMTで は 不正確 な箇所 を見つけ るまでに時間を要

す るため、修正 の要 ・不要 を判断す るまでに長 時間を

費やす とい うのだ。

 別 の参加者 か らは前処理(プ リエ ディ ッ ト)の 有効

性 も紹介 され た。機械 が翻訳 しやす い原 文を書 くこと

で、よ り良い訳 出結果 が得 られ る。 また、精錬 され た

原 文が 自動翻訳 の精度 を上 げる となる と、ライターの

モチベー シ ョンを向上 させ 、よ り良いマ ニュアル制作

にもつ なが る とい う意 見 もあった。 さらに、翻訳 コス

トの低 下まで期待 できる といった発言 も参加者か らあ

った。 また、関連 して、MTを 利用 す る上での社内ル

ール作 りを している とい う参加 者 もあ った
。

 今 後 のMTの 課 題 と して文脈の考慮が ある と紹介 さ

れ た。 単語 単位 での翻訳、文単位 、文章単位 とい う順

に難易度が高 くな るとの こと。特 に、文単位 か ら文章

単位 への壁 は高 く、文脈 を考慮 した機械翻訳 は今は実

現で きていない。

 「翻訳の享楽」 も紹介 され 、翻訳 とい う作業の楽 し

さや喜びにっいて も指摘が あ り、文芸 な ど人手翻訳 が

永遠に必要な分野につ いても紹介 があった。

 NMTやSMTで は対訳デー タの量が増え ると翻訳精

度が向上す る。Google社 は イ ンターネ ッ ト上 でCrawler

(Web上 の テキス トを周期的 に取得 し、自動的にデー

タベー ス化す るプログラム)を 活用 し、対訳デー タを

収集 してい る。NICTは 、『み んなの 「翻訳 バン ク」』

とい う名前 の下 、正式 に部署 を設置 して翻訳会社や翻

訳発注側の協 力を求 め、大量に集 め ることを目指 して

い る。

 参 加者か ら翻訳 メモ リの所 有権 に関す る質問が上が

る と、本来 、翻訳 メモ リとはテキス トを抜 き出 して作

成 した新た なデー タベー スであ り、 この権利は翻訳会

社 に帰属す る とい う見解 を持 つ弁護 士があ ること、7

単 語以下の フ レー ズには著作権 はない と考 えられて い

ることなどが紹介 され た。社 会全 体の合意形成の重要

性 も指摘 され た。

ま た、NICTの 「み んなの 自動翻訳@Textra」 は 複数の

翻訳支援 ツール用 のプラグイ ンも開発 されてい ること

も紹介 され た。
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一
第8回 産 業 日本語研 究会 ・シ ンポジ ウム

目次 由美子

LOGOStar

【日時】2017年3月8日(水) 13:00～18;00

【会 場】東京 ・丸 ビルホール(丸 の 内 ビルデ ィング7

階)

【主催 】高度言語情報融合 フォー ラム(ALAGIN)、 日

本特許情報機 構(Japio)

今年で第8回 目となる 「産業 日本語研究会 ・シンポジ

ウム」が開催 された。実に多方面か ら多 くの登壇者を

迎え、豊富な内容の充実 した講演が展開 された。本稿

では、当日の様子を簡略 して報告する。

なお、「産業 日本語」とは、情報発信力や知的生産性の

飛躍への貢献を通 じ、日本の産業界全体の国際協力の

強化に資する日本語 と定義 されてお り、このシンポジ

ウムの浸透を図ることも本シンポジウムの開催 目的と

して謳われている。

第一部 オープニング

(1)開 会挨拶:

長尾 眞 (産業日本語研究会 世話人会 顧問/公 益財

団法人 国際高等研究所 所長/京 都大学 名誉教授)

産業 日本語研究会を発足させる機動力となった横井俊

夫先生を偲びつつ、関係者に対する今後へ向けての奨

励があった。横井先生が尽力された 「日本人のための

日本語マニュアル」の5つ のテーマ(試 みる日本語、

表す 日本語、伝える日本語、訳せる日本語、機械が訳

せる日本語)も 紹介された。

(2)基 調講演:

「人工知能が拓く多言語ビジネスの世界」

井佐原 均 (産業 日本語研究会 世話人会 代表/豊 橋

技術科学大学 情報メディア基盤センター長 ・教授)

田丸 健三郎 (日本マイクロソフ ト株式会社 業務執

行役員 ナショナル テクノロジー オフィサー)

井佐原氏からは、機械翻訳ならびに多言語で情報を発

信するための技術向上の必要性が指摘された。

田丸氏 はテ キス トのみ ではな く音 声翻訳 にも言及 され、

翻訳 にお けるコス ト・スピー ド ・品質 の需 要を指摘 さ

れた上で、パ フォー マンスや拡 張性 を実現す るための

コーパ ス蓄積やチ ューニ ングの重 要性 が紹介 された。

第二部 伝わる文書の作成 に向けて

3)招 待講演:

「日本人(ビ ジネスマン)の ための日本語(ビ ジネス

文章)マ ニュアル(暫 定第1版)」 の紹介

佐野 洋 (東京外国語大学 教授)

横井先生が着手されたマニュアルの紹介、さらにその

背景にある日本語の歴史や日本語マニュアルの必要性、

さらに日本語 とい うツールおよび目的について指摘が

あった。
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(4)招 待講演:

「制限言語とオーサ リング支援システム:機 械翻訳を

活用 した文書の多言語展開に向けて」

官田 玲 (東京大学大学院 教育学研究科/日 本学術

振興会 特別研究員)

読みやす く、機械翻訳 しやすい日本語を実現するため

のシステムが紹介された。ツールが検出するルール違

反や実施すべき対応など具体的なデモも含め、今後の

課題 と展望も紹介 された。

第三部 ポスターセ ッション

5)ポ スター概要紹介

① 「ライティング分科会活動報告」

猪野 真理枝 (東京外国語大学オープンアカデ ミー講

師/翻 訳家、語学教材制作家/産 業日本語研究会 ライ

ティング分科会 委員)

一般的な ビジネス文書における日本語の書き方の検討

とその結果の普及を目指す取 り組みが紹介された。

② 「文書作成支援分科会活動報告」

橋田 浩一 (東京大学 教授/産 業 日本語研究会 文書

作成支援分科会 主査)

AIで は進められない業務改革を克服するための文書

の作成方法について指摘があった。

③ 「特許文書分科会活動報告」

谷川 英和(IRD国 際特許事務所 所長 ・弁理士/産 業

日本語研究会 特許文書分科会 主査)

特許文書の品質特性について紹介された。

④ 「多言語高精度 自動翻訳システムの実用化」

隅田 英一郎 (国立研究開発法人 情報通信研究機構

先進的音声翻訳研究開発推進センター副研究開発推進

センター長/先 進的翻訳技術研究室 室長)

「みん なの 自動翻訳@Textra」 の活 用ポイ ン トが紹介

された。

⑤ 「Japio世界特許情報全文検索サービスのご紹介」

高橋 幸生 (一般財団法人 日本特許情報機構 営業推

進部 部長)

日本語で整備 された世界の特許公報データベースにつ

いて紹介された。串刺 し検索も可能 とのこと。

(6)ポ ス ター発表

第三部のセ ッシ ョン内容 は、同会場 のホ ワイエにてボ

ス ター発表 も実施 され 、いずれ のデスクで も熱 心な参

加 者が多 く見 られた。

第四部 文書データの効果的な利用に向けて

(7)招 待講演:

「診療データの産業利用 と課題 一千年カルテプロジ

ェク トー」

吉原 博幸 (京都大学 医学研究科EHR共 同研究講座

(ディレクター、京都大学名誉教授)/宮 崎大学 医学

部附属病院EHR利 用推進センター(特 別教授、宮崎

大学名誉教授))

電子カルテの閲覧方法や参照目的などが紹介された。

データ出力の可否、データ構造など、電子カルテベン

ダーによる相違が指摘 され、統一の重要性が指摘され

た。
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(8)招 待 講演:

「文書管理 システム とナ レッジマネ ジメン ト」

小林 潔 (株 式会社富士通総研 第一 コンサルテ ィン

 グ 本部 シニアマネ ジングコンサル タン ト)

u」下 敦 (富 士 通株 式会仕 ビジネス ソリュー シ ョン

本部 ソー シャルネ ッ トソリュー ション事業部 ドキュ

メン トソリューシ ョン部 部長)

申請 ・承認 ・廃棄 といったワークフローも含め、多言

語 ドキュメン トを管理するためのシステムが紹介され

た。 日本企業の運用に即 した柔軟性の需要、検索操作

の簡易性など細かな指摘もあ り、運用ルールの重要性

が強調 された。

(10)パ ネル討論:

〈パネ リス ト〉

吉原 博幸 (京都大学 医学研究科EHR共 同研究講座

 (ディレクター、京都大学名誉教授)/宮 崎大学 医

 学部附属病院EHR利 用推進センター(特 別教授、

 宮崎大学名誉教授))

小林 潔 (株式会仕富士通総研 第一コンサルティン

グ本部 シニアマネジングコンサル タン ト)

山下 敦 (富士通株式会仕 ビジネスソリューション

本部 ソーシャルネ ットソリューション事業部 ドキュ

メン トソリューション部 部長)

國分 裕之 (全日本空輸株式会社 取締役執行役員 人

財戦略室長/ANA人 財大学長)

(9)招 待講演:

「企業における文書管理と文書作成の課題」

國分 裕之 (全日本空輸株式会社 取締役執行役員 人

財戦略室長/ANA人 財大学長)

膨大な社内文書やサイ トで溢れる情報を管理するため

の取 り組みが紹介された。現地担当者へ確実に情報を

到達 させるための英語での情報発信、 日本語のコミュ

ニケーションの基礎 となる文章力を養 う重要性な ども

指摘 された。

パネルディスカッションでは、文書管理という観点で

は情報収集 ・分析 ・整理に作業全体の約7割 が費や さ

れ ること、人工知能やその他 ソリューションとの組み

合わせの必要性などが指摘された。

制御言語 も含めた自然言語処理の技術や、第三次AI

への期待 も紹介された。

質疑応答においても、文章の意味を理解 しないロボッ

トは東大に受からないとい う最近の話題から、意味構

造を意識することの重要性 も述べられた。

(11)閉 会挨拶:

井佐原 均 (産業 日本語研究会 世話人会 代表/豊 橋

技術科学大学 情報メディア基盤センター長 ・教授)

  鼠  毒

鍮
 ;_      w

麟 計    爵

二

産業 日本語について、より実社会に語 りかけるように

丸の内に所在する会場にて第8回 目のシンポジウムが

開催されたことが紹介された。
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一
LocWorld33-Shenzhen 2017

 目次 由 美 子

XTM International

【日時 】2017年2月28日(火)～3月2日(木)

【会場 】剛 堂会館

【開催場所 】MarcoPoloShenzhen(中 国 、深坤1市)

【テーマ】ContinuousDelivery

※ 本稿 は、 日本翻訳 連盟が発行す る 『日本翻訳 ジャ

  ー ナル』(Web版)に も同時掲載いただいてい ま

  す。

 ローカ リゼー シ ョン業界の発展のため 、友好 に満 ち

た交流の場の形成 を目的 と して開催 されてい る

LocWorld(以 下 、 LW)は2003年 に米国 シア トル で初

めて開催 され 、2013年 以 降は北米、欧州 、アジアの各

地で毎年1回 ずつ開催 されてい る。 アジアで は東京や

上海で開催 された ことの あるこの翻訳イベ ン トは、今

年は 中国の深封llで開催 された。

深馴市は 「中国の シ リコンバ レー」 と呼 ばれ るこ とも

あるそ うで、香港 にもほど近 く、街並み か らも国際性

が伺 えた。金融セ ンター と しての機能 を有す るのみ で

なく、政府主導 による振興事業発展へ 向けてのインフ

ラが整備 されてい るとの ことだ。

1影

灘灘羅
   霧

r_

深馴市の街並み

 筆 者 自身 はLWは2回 めの参加 とな り、1年 ぶ りの

再会 を喜び合 う出展 者や 登壇 者の ほか、イ ンター ネ ッ

ト上 でのみ の知 人 と面識 を得 る機会に も恵 まれ た。

 2月28日 に はゲームの ロー カ リゼー シ ョンを トピッ

ク としたラ ウン ドテーブルな どがプ レカンファ レンス

として開催 され た。3月1日 は3ト ラック、2日 は4

トラックで合計29の カンファ レンスが メイ ンプ ログ

ラム として開催 された。 この2日 間は 日本 で も有名 な

マル チ ランゲー ジベ ンダを含む21社 に よる展示会 も

あ り、最終 日には 「ア ンカ ンファ レンス」 が催 され 、

盛 況の内にイベ ン トは幕 を閉 じた。

基調講 演の 蓋つ は中国のア ジア に対す る影響 、 もう1

っ は人工知能 とビッグデー タに関す る トピックであっ

た。カ ンフ ァ レンスにお いては翻訳 支援 ツールやAI

に 関す るセ ッシ ョンは もちろん、アジアに本拠 地を置

く企業に よるローカ リゼー シ ョンにつ いてのパネルデ

ィスカ ッションや、 ミャンマ ーでのスマー トフォ ンの

ローカ リゼー シ ョンに関す る トピックな ど、地域 的な

特色が前面に表れ るセ ッシ ョン も目立った。 中国では

政 府 に よ るイ ン ター ネ ソ ト規 制 に よ りGoogleや

Facebookな ど特 定サ イ トの閲 覧 は不可能 であ るが、

Google社 に よるカン ファ レンスがあ った ことも特 筆

してお きたい。

 中国に支社やパー トナー企業を有する日本の翻訳会

社 も積極的に参加するであろうという筆者自身の個人

的な予測は覆され、日本から、および日系企業につい

ては参加者としても目立たなかった。中国の翻訳団体

のブースや、中国で独 自に開発・展開をしている翻訳ツ

ールベンダも見かけ、カンファレンスが開催 される合

間には実に多くの参加者が展示会場に足を運んでいた。
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 以 下 で は 、カ ン フ ァ レ ン ス の1つ に つ い て 報 告 す る 。

【日時12017年3月1日(水)16:30～17:15

【会 場1MarcoPoloshenzhen内Boston

【テ ー マ 】CalculatingthePercentageReduction in

TranslatorEffortWhenUsing Machine Translation

【講 演 者 】AndrzejZydron(XTM Intemational)

【ホ ス ト】Anne-Maj van der Meer

人が溢れる展示会場

 LWは 交 流の場で もあ り、 ランチやデ ィナー も参加

費に含 まれて いる。Womenin Localization(ロ ー カ リゼ

ー シ ョンに携わ る女性のた めの非営利団体 、 日本 支部

もあ る)専 用のテーブルが設 け られ た り、TAUS

(Translation Automation Users Society、世 界の翻訳 業界

で機械翻訳な どイ ノベー シ ョンを推進す るシンクタン

ク)に 特化 した トラ ックが設 け られ るな ど、翻訳 に関

す る世界的な団体 とも調和 し、ロー カ リゼー シ ョン業

界において さ らな る効果が発揮 され ているよ うに実感

で きた。

睡 灘   麟 、

義     、   灘 再

  簿饗        璽

讐『㌦ ご ゾ
"轡 ゾ'＼ 、 職 憩
{   .卿譜      厚        .轟

臨        '  鋤 ～

  Women in Localization専 用 の ラ ン チ テ ー ブ ル

 世 界 を リー ドす るクラ ウ ド型 の企業規模の翻訳管理

システム 「XTM」 を開発 ・販売 している

XTMInternationalに てCTOを 務 め るAndrzej Zydronに

よ る講演は、DublinCityUniversity(ア イ ル ラン ド)の

QunLiu教 授 との共 同研 究に基づ き、統 計ベー ス機械翻

訳(SMT:Statistical MachineTranslation)が もた らす実

質的な工数削減が トピック とされ ていた。翻訳作業 に

SMTを 活 用す ることに よ り、どれ くらいの時間 とお金

を節約 できるか は明示 され ていない とい うのだ。

 講 演 の最初の スライ ドには 「Languageis difficult」と

書 かれ てお り、外国語 を習得す る ことの難 しさが指摘

された。一般的 には7年 間のフル タイ ムが必要 と考 え

られ ている との こ と。 また、言語 は進化す るこ とや 、

意 味のあい まい さにつ いてな ど言語特 有の 「柔軟性」

についても言及 があった。

 ロー カ リゼー シ ョンの コス トが考慮 され る際 、純粋

に 「翻訳」 とい う作業 のみが該 当す るのではない。 プ

ロジェク トマ ネー ジャに よる管理 タス クや 、チ ェ ック、
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校正な どの作業 も経費 を構成す る要素で ある。た とえ

ば ワー クフローの 自動化 をもた らす翻訳管理 システ ム

を導入す ることに よって、 ローカ リゼー シ ョンプロセ

スにお ける管理工数 を大幅 に削減す るこ とも可能 であ

る。

 Zydron氏 は コーパ ス蓄積の必要性 、構文 、分野 の類

似性 な どSMTの 限 界を羅列 し、機械翻訳 の究極 の限

界 として 「翻訳す るた めには理解 が必要である」 と述

べ た。 しか しなが ら、機械翻訳 を使用す ることで生産

性 が多大 に向上す る可能性 も指摘 した。 とはいえ、機

械翻 訳ベ ンダーは導入 効果に関する明確 な数値を示 し

ては くれ ない とい う現 実 もある。

 そ して、言語の親密性(LanguageCloseness:LC)が

解 説 された。SMTの 訳 出には文法や語順 な ど、言語間

の相違が関与す る。た とえば英語 をソー ス言語 とす る

と、 ター ゲ ッ ト言語 であるフ ランス語のLCは0.800、

フ ィンラン ド語は0.500、 日本語 は0.250と 考 え られ て

い る。

 SMTの 活用 に際 しては、トレーニ ングデー タの サイ

ズも重要であ る旨が指摘 され、次の式が示 された。

簸纐m就 瞭奪鞭 ζ艶戴鵜 を段磁"《窯1醸諭

   Tr餓$繊 聯 転撫 捜{獣 鷲)

闘3韓 翁御麟}

参購 紘

～ 購レ,

      鋤
TSSF罧1-2'

ノ轍
P潔蕉 鶉礁ぐ謬辮r㎜ 冨'鵬

㎞ 繊 似織

》

 トレーニ ングデー タのサイ ズが小 さい場合 でも ドメ

イ ンの トピソクが同 じであれば 、大 きいサイ ズの一般

的な トピ ックの トレーニ ングデー タよ りもSMTで は

良質の結果が出力 され ると考 え られ ているこ とも述べ

られた。

そ して、SMTを 活 用 した翻訳者に よる尽力の縮小率

(PercentageReductionin Translator Effort:PRTE)、 つ ま

りSMTを 利 用す ることによる翻訳作業 にお ける尽力

の削減 を計 るための公式が次の とお り示 され た。

 た とえば英語 か ら日本 語への翻訳 において 、LC値

は0,250、 理 想的な トレー ニングデー タ値1が あ り、ド

メインの類似 値1が あった と しても、翻訳 に対す る尽

力 は25%削 減 され るのみ と考 え られ る。 ところが、 ト

レーニ ングデー タと ドメイ ンの類似値 が同 じで、ター

ゲ ソ ト言語 が フランス語 であった場合 、LC値 が0.800

で あ るため、翻訳に対す る尽力は80%削 減 され る と考

え られ るとい うのだ。

この、PRTE値 は 翻訳にお ける尽力の削減 を強 固に迅

速に示 す もので はな いが 、SMTの 導入 効果 としておお

よそ期待で きる予測値が示 され る とのこ と。LC値 に

ついて もおお よその予想 に基 づ くものであ り、特定の

SMTシ ス テ ムでチューニ ングが実施 され た場合 には 、

よ り良い値が示 され る可能性 もあ り、個別 のSMTエ

ン ジンにつ いて も考慮 してはいない。 しか しなが ら、

PRTE公 式 はSMT導 入 効果 と して期待 できる、参考 と

な る数値が示 され るもの である と考えている。
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一
TAUS Executive Forum Tokyo 2017

 目 次 由 美 子

XTM International

【日時】2017年4月25日(火)・26日(水)

【会場 】東京 ・オ ラクル青山セ ンター

【主催 】Translation Automation User Society(TAUS)、

日本 オ ラクル株 式会社

※ 本 稿 は、 日本 翻訳 連盟 が発行す る 『日本翻訳 ジャ

  ー ナル』(Web版)に も同時掲載いただい ていま

  す。

 世 界の翻訳 業界で機械翻 訳な どイ ノベー シ ョンを推

進す る シン クタ ンクであ り、アムステル ダムを拠点 と

す るTranslation Automation User Society(TAUS)の

Executive Forumが 本 年 も東京 で開催 され た。 Executive

Forumと い う耳慣れない言葉か ら、 どの よ うな会合 と

なるのか想像 が難 しか った。会場はス クール形式 に レ

イア ウ トされ た広 い会 議室であ り、多数の講演者 が入

れ替 わ り立ち替わ りして、翻訳に関す る最新のテ クノ

ロジーや 取 り組 みについての講演が繰 り広げ られ た。

TAUS創 始者 であ りDirectorで あ るJaap van der Meer

氏 自身が司会 ・進行を務めた この国際会議に は、海外

か らの講演者や参加者 も含め50名 以上が参加 した。2

日間で20を 越 える講演 はいずれ も魅 力に溢れた内容

であ ったが、い くっかの講演につい てのみ簡 易に報告

させていただ く。

 TAUSはDQF(Dynamic Quality Framework)ツ ー ル

を提供 してい る。翻訳 品質 を計測す るための このツー

ルは、翻訳 支援 ツールな どと連携 して使用す る。TAUS

Representativeで あ る西野竜太郎氏 によ りSDL社 の

Trados Studioで の利 用方法 と、筆者 自身 によるXTMで

の 利用方法がそれぞれ紹介 され た。 各ベ ンダーのツー

ルでTAUS DQFツ ール を利 用 して翻訳品質の評価 を

実施す る と、その評価デー タがTAUSのQuality

Dashboardに 送 られ、結果 が棒 グラフな どに図示 され

る。表示 され る結果は、対象翻訳者の生産性 も確認で

きるだけではな く、業界標準 との比較 も実行 され る。

また、提示 され る結果は、最適な機械翻訳エ ンジンを

選 択す るのに役立て ることもできる。

 Microsoft社 のChris Wendt氏 に よ りMicrosoft

Translatorで の音 声翻訳 も実演 された。大画面モニ ター

にはPowerPointの ス ライ ドが映 し出 され 、その下部に

はWendt氏 が英 語で語 る内容が随時 日本語 に翻訳 され

て表示 され た。持参 のモバイル機 器に専用アプ リをイ

ンス トール し、手元の画面で音声翻訳 を確認す る人 も

あった。Wendt氏 は 音声翻訳 はまだ初期段階 にある と

も指摘 され ていたが、その処理の迅速性に驚 く参加者

もあった。

 Executive Forumの2日 目は機械翻訳 の トピックが多

く取 り上げ られ た。SYSTRAN社 のSatoshi Enoue氏 は

AIと の対話 を実演 され た。50年 にわた って機械 翻訳

に取 り組 んで きた同社の最新状況 も紹介 された。NMT

(Neural Machin Translation、 ニ ュー ラル機械翻訳)に

は高速に演算を処理す るGPU(Graphics Processing Unit、

グ ラフィックス プロセ ッシン グ ユニ ッ ト)が 必須 と

言われてい るが、CPU(Central Processing Unit、 中央処

理ユニ ッ ト)で 充分 と言 われ たのが印象的だ った。

 Google社 のMacduff Hughes氏 も昨年末に公開 され

たNMTを トピック とし、フ レー ズベースの機械翻訳

との比較や、今後の課題 も紹介 され た。 コーパ ス(対

訳デー タ)に つ いては分 量の多 さよ りも優 良な品質の

重要性 を示唆 され ていた。翻 訳品質については 「流暢
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さ」 と 「正確 さ」 とい う大 きな指標について も言及が

あった。

 デ ル仕の森 山崇範氏の講演で は、人手翻訳や ポス ト

エデ ィ ッ トと比較 して具体的 な数値 も含め、機械 翻訳

への取 り組みが紹介 され た。テ クニカル サポー トとい

う分野 にお いて、特定 の言語 については翻訳 品質 の是

非 よ りも、情報 を公 開す る こと自体 が求 め られ る と言

われ たのが印象的 だった。 「Best MT」 で あ ろ うとも

MTに は変 わ りな く、取 り組むべ き課題 がある とも指

摘 され た。

 PIJIN社 の 高岡謙二氏は 「QR Translator」 を 、八楽社

の坂 西優 氏は 「YarakuZen」 を、過去のExecutive Forum

で も紹 介 され た各仕 システムにおけ るテ クノロジーの

進化が紹 介 され た。

最新の テクノロジーや取 り組み が紹介 され たいずれ

の講演において も、今後の課題 が言及 され、 さらな る

発展 を期待 させ られ るイベ ン トであ った。翻訳業界に

おけ る飽 くな き探究心が表れていた とい って も過 言で

はない。

16



一
              「機械翻訳 事始 め」 を振 り返 って

     坂本義行

アジア太平洋機械翻訳協会理事

 十 数 年前 、協会 の理事 に推薦 され 、その中で歴 史担

当を仰せ付 け られ ま した。 そ して、2013年 の6月 号

か ら、4年 ほ どかけて、9回 にわたって、 日本を中心

に世界の機械翻訳 の開発を紹 介 してきま した。

 計 算機 とい う言葉 が最初 に もちい られ たのは、1645

年 に 、か の有名 なパ スカル によって発 明 され た機械 式

計算機 、Pascahneと 言 われています。そ して1923年

に世界で初 めて、翻訳機械 の特許 が ロシア人の トロヤ

ンスキーか ら出 され 、1950年 代 に、 旧 ソ連や米国 で、

本格的 に電子計算機 を用 いて機械翻訳 の開発 が始ま り

ま した。

 日本で も、1950年 代 後半か ら、九州大学のKT-1

や 電 気試験所 の機械翻訳機 「や ま と」な どの開発 がス

ター トしています。私 は、1965年 に 電気試験 所の入所

し、COBOLを 用 いたプ ログラムに よる日英の機 械翻

訳 システ ムの開発 に従事 しま した。

 ま た、「やま と」については、1959年 にパ リの第1

回 国際情報処理会議 で、和 田氏 に よって報告 されてお

り、米国 とな らんで、機械翻訳 の開発拠 点になって き

ま した。

 1960年 代 か ら、日本 では、計算機の高速化 、小型化、

記憶容量 の高速 ・大容量に よ り、1961年 に は、情報処

理学会 に 「機械 翻訳研 究委員会」が設立 され、文書処

理 に も、文字 の認識 、要約機能 、文献検 索の研究 ・開

発がすす め られ ま した。 また、 日米間で、 日米機 械翻

訳セ ミナーが開かれ るようにな りま した。

 1966年 に 、米 国政府 か ら出 されたALPACレ ポ ー ト

は、世界に衝 撃を与えま した。 それは、米国 とい う背

景 とも関係 があ るが、「機 械翻訳の開発 は必要 ない。こ

れか らは、 自然言語の研 究が重要であ り、マ シンエイ

デ ッ ドな翻訳 システムの開発が実用的で ある。」とい う

もので した。 この報告 を受 けて、 日本 では60年 代 か

ら70年 代 にか けて、政府 が 「機械 翻訳 」に関す るプ

ロジェク トに予算 をつ ける ことはあ りませ んで した。

 1982年 か ら4年 間、科技庁 予算による本格的 な機

械翻訳 システム の開発 「Muシ ステ ムの開発が行 われ、

官民が協 力 して 、行 われ ま した。 その成果 は、言語処

理 システ ム、辞書作成 ・管理 システム、総 合システ ム

と して開発 され 、民間 で商用 システム として、製品化

され ま した。

 1987年 か ら8年 間 をか け、通産省の予算、60億 円

をか け 「近隣諸国間 の機械翻訳 システムに関す る研究

協力」が、 日本 、中国 、イン ドネシア、マ レー シア 、

タイの5力 国を対象 と して、相互 の言語 に翻訳 可能 な

システ ムの開発が行 われ ま した。

 さ らに、1985年 か ら5年 間をかけ、特許庁関連の

情報 に関す る 「日英 自動翻訳 システムに関す る総合調

査」が行われ、特許 自動翻訳 システムの将来構想 と し

て、知的所有権 をめ ぐる国際動向 と機械翻訳 、特許総

合情報 シス テムの将来像 について、調査 と報告がな さ

れ ま した。
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一
              「機械 翻訳事始 め」 を振 り返 って

 小谷克則

関西外国語大学

 本 誌 で は、坂本義行先生か らご寄稿い ただいた 「機

械翻訳事始 め」 を、AAMTジ ャー ナルNo.53(2013

年6月)以 来前号のNo.64(2017年3月)ま でお届

け してきま した。9回 に渡 った連載 が終 了す るのに際

し、今回 の連載の きっか けを思 い出 しま した。 それ は

坂本 先生 よ り頂戴 した論文集 で した。

 坂 本 先生 が ご自身 の喜寿 に向けてま とめ られた論 文

集 『滝 究』(エ ンキュ ウ、学 問を広 く究め るの意)に は

先生 の これ までの研 究が記 され ていま した。 その論文

集 を拝読 する と、機械翻訳 そ して 自然言 語処理の研 究

の軌跡 がまるで歴 史年 表をた どる よ うに頭 に広が りま

した。 と同時に、 この感動 を是非他 の研 究者の方々 と

共有できないか、 とい う思 いに至 り、先生に機械 翻訳

の歴 史に関す る原稿 を提案 致 しま した。 坂本先生には

ご快 諾いただけま したが、単発の記事で掲載で きる範

囲はやは り限 られ て しま うとい う問題 に突 き当た って

いた ところ、坂本 先生の方か らも連 載記事 と しての扱

いを ご提 案いただ き、読切 記事か ら連載記事へ と企画

変更す る運び となったのです。

 そ の後、東京オ リン ピック ・パ ラ リン ピックの開催

が決まった ことは皆様 の記 憶に新 しい と思い ますが、

それ に伴 い、機械 翻訳 の研 究 も新たな展開 を迎 えてお

ります。

 新 たな展開を迎え る機械 翻訳の現状の一端 を確認す

べ く、連載記事の題 名(邦 題:機 械 翻訳 事始め、英題:

History of Machine Translation)を 翻 訳 してみま した。

利 用 した機械 翻訳 は、対応 言語 がア ファル語(Afar)

か らズールー語(Zulu)ま で の140語 、そ して、その

精度や利 便性 な ど高い評価 を受けてい るGoogle翻 訳

です。 翻訳結 果を見渡す と、邦題 よ り英題 の方が うま

く訳せてい るよ うで した。 とはいえ、 こちらが確 認で

きる言語はほんの数語で あ り、翻訳 に原語 の表 現が残

ってい ると翻訳失敗が分か る とい う程度 です が。 どち

らの言葉 も問題 な く訳 され る 日が楽 しみです。そ して、

この機 械翻訳 「事始め」か ら、1980年 代 以降の機械 翻

訳 「事」、そ して、未来への機械 翻訳 「事納 め」、つ ま

り、長尾先生が 常 日頃お っ しゃってい る、バベルの塔

に象徴 され る言葉 の壁 を打破 する 日、に向けて編集活

動 に適進 いた します。
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一 一
言語処理学会2017つ くば報告

機械翻訳課題調査委員会ワーキンググループ3(UTXチ ーム)

                 秋桜舎代表

リーダー山本 ゆ うじ

本 稿 で は 、 言 語 処 理 学 会 第23回 年 次 大 会

(NLP2017 ) <httn:〃www.anlpjl)1nlp2017!> に

AAMT WG3(UTXチ ー ム)リ ー ダー 山本 ゆ うじ(筆

者)が 参 加 し発表 を行 った結果 を報告す る。

 2017年3月13日 か ら17日 に かけて、NLP2017が 、

筑波大学春 日地 区で開催 され た(写 真 下)。 筆 者 は、

14～16日 に機 械翻訳課題調 査委員会 のメ ンバー とし

て参加 し、16日 に 「テーマセ ソシ ョン3:翻 訳の質 と

効率:実 社会 におけるニーズ と工学 的実現可能性」 に

て発表 した。

 筆 者は、14日 には年次大会の活性化案検討会 に参加

した(主 催 者だけではな く一般参加者 も参加 できる)。

初心者向けのセ ッシ ョンを増やす とい う案が 出たので、

筆者はAAMTのMTフ ェア と提携す るのは どうか と

い うアイデアを出 した。 これは事前 にAAMTで 承 認

された ものではないが、言語処理学会 とAAMTの 双

方に有益 と思われたので、提案 した もの である。

 15、16日 に はポスター発表 や 口頭発表 を聴講 した。

ニ ュー ラル機械 翻訳に関連す る発表 が 目に付 いた。特

許文献 とFタ ーム(分 類に使われ る記号)に 関連す る

発表、短命 大臣の特徴 分析 、「や さ しい 日本語」コーパ

ス、 山田優先生の通訳 コーパ スな どは興味深 かった。

 16日 に筆者の発表 を行 った(写 真 上)。 参加者 は30

名 前後であ った。言語処理学会 は、昨年 の仙 台で も実

務者 との交流 を図 るテーマセ ッシ ョンが行 われ 、筆者

        灘
            監

   籔 鞭評 撫灘 犠
はそ ちらで も発表 した。テーマセ ッシ ョンは有益な試

みだが、企業 を含 め さらに多様 な参加者 が期待 され る。

参加者 か ら 「エ ラー用語だ けでなく用語集か ら適用 さ

れた用語 もカ ウン トされ るとよい」 とい うご意見をい

ただいた。 総合討議では ポス トエデ ィターの動機 付 け

について問題 定義 させて いた だいた。翻訳者や翻訳 そ

の ものの評価方法は さらに議論 を深 める必要があ ると

感 じた。会議全体では 、昨年 に続 いて言語処理分野で

有力な方々 との交流がで き、興味深い知見に加 え、今

後のUTXの 改 善 につ ながる ヒン トが得 られ、有意義

な参加 とな った。

 次 ペー ジよ り筆者の発表論文 「ニュー ラルMTを 構

造化用語デー タUTXで 補 完 して翻訳 品質 を改善す る

簡便なポス トエデ ィ ッ ト手法」 を掲載す る(言 語処理

学会第23回 年 次大会 発表 論文集(2017年3月)、 発表

番 号D7・3、 PP・1164・1167)。 ダ ウ ン ロー ド可 。

http:1/www.anlp.iA/proceedings/annual meeting/20

窪ア ・s dir!D7-3.pdf

齢 箋    噺 .購

響糊
鋒

駕
二
評

通  ～

禰
耀

謹鴫

 縮    澤

     .翁盤

      藷

恥 繍醸 冨,
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ニューラルMTを 構造化用語データUTXで 補完して

 翻訳品質を改善する簡便なポストエディット手法

山本 ゆ う じ/AAMT(ア ジ ア 太 平 洋機 械 翻 訳 協 会)http:/cosmoshouse.com/mail.htm(個 人 連 絡 先)

 概 要機械翻訳では、翻訳結果が用語集に沿っているか、また用語に一貫性があるかは、これまで必ずしも重要視されてこなか

った。だが、商業翻訳では用語の正確性が重要になることがある。それまでの手法と比較して大きく改善されたニューラル機械翻

訳でも、用語の翻訳に関しては、一貫性がない、訳語が欠落するといった点が指摘されている。品質を必要としない概訳の場合は

これでもよいが、商業翻訳で機械翻訳を活用する場合、用語の正確さが保証されないのは致命的な問題である。本論考では、ニ

ューラル機械翻訳の翻訳結果を、シンプルな構造化用語データ形式UTXで チェックし修正する簡便なポストエディット(後編集)

作業により翻訳品質を改善する手法について検討する。

 対訳 キー ワー ド

tem:la

term:en

用語管理

terminology

manage皿ent

体系的翻訳

systematic

translation

コンピューター支援

翻訳

co皿puter・assisted

translation

機械翻訳

machine

translation

用語集

glossary

用語ベース

termbase

ブ

タ昇
オ

ン

open

data

term:Ja

term:en

翻訳品質評価

translation

qualityassess皿ent

ポ ストエ デ ィソト

post edit

NMT

NMT

Asimple post-editing method to improve the translation quality of neural MT

    results by supplementing with UTX, a structured glossary data

Yamamoto Yuj i/AAMT(Asia-Pacific Association for Machine Translation)

 Abstractln machine translation, whether the result matches a glossary or the term usage is consistent has not

always been a priority. However, the term-levelaccuracy can be essential in commercial translation. While neural

machine translation(NMT)shows a signi丘cant血provement over previous approaches, it cannot incorporate a

glossary and lacks term consistency. Although this might be acceptable for quick translation that requires less

reliability, it is a fatal problem when using MT in commercial translation. This thesis examines a method for

improviIlg NMT quahty by a quick post・editing, that is, checki皿g and correcting the translation result with the

s血ple structured term data format UTX.
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1 は じめ に

 用語の正確さは、機械翻訳の研究では必ずしも重要視

されていない。用語の正確さは、一般ユーザーよりも商業

翻訳での優先事項だからである。精度が高いと言われる

NMT(neural machine translation:ニ ューラル機械翻

訳)でも用語の翻訳に関しては、一貫性がない、訳語が欠

落するといった点が指摘されている。品質を必要としない

概訳の場合はこれでもよいが、商業翻訳でMTを 活用す

る場合、用語の正確さが保証されないのは致命的な問題

である。本論考では、ニューラルNMTの 翻訳結果を

AAMT(ア ジア太平洋機械翻訳協会)が 策定したシンプ

ルな構造化用語データ形式UTXで チェックし修正するポ

ストエディット(後編集)作 業により翻訳品質を改善する手

法について検討する。特に構造化用語データとはなにか、

体系的翻訳の観点からの機械翻訳評価方法の課題はな

にか、人間翻訳指標にどのようなものがあるか、NMTの

用語に関する特性はどのようなものがあり、具体的な課題

はなにか、用語検証はポストエディット作業としてどのよう

に有効か、といった点である。

2 構 造化 用 語デ ー タUTX

 構造化用語データとは、自動的なチェックでの用途に

耐えうる調整が施され、用語管理がされたデータである。

単純に用語を抽出しただけで未調整の用語リストは構造

化用語データではない。構造化用語データは、データとし

て処理できるように、各種のフィールドが定義されている必

要がある。また、用語に関与するステークホルダーと承認

過程が定義されている必要がある。さらに各項 目が、特定

目的の用語データとしてふさわしいか、用語管理者の承

認を得られるようになっている必要がある。またスタイルガ

イドが別途定義され、スタイルガイドと用語データの問で齪

酷がないようにする必要がある。本来、企業や組織で体系

的翻訳を行う際には、このような構造化用語データが必要

となる。構造化用語データなしでは、用語が分かりにくく、

不統一で、読者を混乱させる。共同編集者や翻訳者が関

与する場合、編集や翻訳にも、本来は避けられるはずの

労力・時間・費用を要することとなる。残念ながら、企業や

組 織で理想的な体系的翻訳が行われているとは限らない。

だが、組 織を管理 する立場 にある者は、体系 的翻訳を理

解 し、構造化用語データの作成をしなけれ ばならない。

 UTXは 、AAMT(ア ジア太平洋機械翻訳協会)が 策定

した用語集形式の標 準規格である。UTXは 、前述の要件

を満たす構 造化用語データを記述できる。AAMTは 非 営

利 団 体 で あ り、UTX仕 様 を 無 償 で 提 供 して い る

〈httn:〃www .aamt.info/iaoanese/uts/〉 。 UTXは 特 許

庁や製造業などの企業・組織での用語管理や機械翻訳

に使われている。

3 体 系 的 翻 訳 の 観 点 か らの 機 械 翻 訳 評 価 方

  法 の課 題 と人 間 翻 訳 指 標

 従 来の機 械翻 訳評価 方法では、用語の正確 さという観

点 が欠落 している。た とえば 自動評 価 尺度BLEUや

METEORで は 、機械 翻訳訳文が人間翻訳 にどれだけ近

いかを評価 する。しかし、機械 翻訳評価方法では、参照訳

となる人間翻訳 の翻 訳評価 は問題 にされない。翻訳対象

文書と用語集 との関連性 は一定 ではなく、用 語管理者 の

技能、用語集 の品質 によって異なる。これが、用語 集が機

械翻 訳評価か ら除外 され る理 由であろうが、今後 は人間

翻訳指標 にもっと目を向ける必要があるのではないだろう

か。

 機 械 翻訳評価 が正しく行 われるには、参 照訳の品質 、

参照訳が用語集 に沿 っているか、原 文の品質などの観 点

も必要 に応 じて取 り入 れるべ きと考えられる。人間翻 訳の

評価指標としては、LISA QA指 標 、sAE J2450 QAモ デ

ル 、TAUS DQFな ど が あ る。LISA QA(quality

assurance)指 標 は 、LISA(Localization Industry

Standards Association)に よって1990年 代 に策定され

た。SAE J2450 QAモ デル は、航 空・自動車業界のエン

ジニア組織であるSAE Internationalに よって2001年

に公 開され 、評 価 項 目は7つ と少 ない。TAUS DQF

(Dynamic Quality Framework)は 、 TAUS

(Translation Automation User Society)に よって2012

年 に策定された。DQFで は 、古 い指標 には欠 落している、

翻 訳支援 ツールや 用語 ベースなど新 しい技術 的観点 が

考 慮 され ている。さらにEUに より策 定され たMQM
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(Multidimensional Quality Metrics)が ある。 MQMは

単 独 の評価 指標というより、評価 指標のフレームワークで

あるとされている。DQFとMQMは 調 整 が進められ 、DQF

はMQMの サブセットとなっている。この他 に、品質評価

指標 そのものではないが、翻訳サー ビス提供者 の品 質を

規定する規格 であるISO 17100、 そしてそのベースとなっ

たEN 15038が ある。 EN 15038は 、 CEN(European

Committee for Standardization)に より策 定された。こ

れ らすべての人 間翻訳 指標で、用語集 が評価項 目として

挙げられてお り、用語集の重要性 がうかがえる。ただ、これ

らすべての人間翻訳評価 は 自動化 されておらず 、手作 業

で行 う必要 があり、手 間がかかる。そのため、訳 文を抜 き

出してチェックさぜるを得ないこともあった。しかし、用語の

チェックは 、構 造化 用語デー タを使用 することにより自動

化できるため、全数チェックできる。

 原 文の品質も翻訳 に関係 する重要な要素だが、これ に

は機械 翻訳評価も人 間翻訳指 標も適用できない。日本語

文書 、特に技術 文書 では 、日本 語の体裁として極 めて不

完全であり、著者以外 だれが読んでも理解できない低 品

質な文章が しばしば 見受けられる。またテキストの品質 と

は別 に、書式 上の問題 で、ハードリターンにより途 中で文

が分割されていると、文としてそもそも不完全な形で機械

翻訳処理される。日本語 文章、特 に特許文書の品質 につ

いては、産 業 日本語研 究会くhttps:〃www.tech・IA--.IA!〉

で指標が検討されている。

 このように、現状では機械 翻訳の 自動訳 文評価 には用

語の観 点 はないが、今後は、人 間翻訳指標 、原文 品質、

用語の観点を考慮した指標 が必要とされるであろう。

4 NMTの 問 題 点 と効 果 的 な ポ ス トエ デ ィ

  ッ ト手 法 の 仮 説

 NMTの 精 度 はそれ以前の機械翻訳 と比較 してかなり

高精度ではあるものの、問題 点として、訳語 が類似の言葉

にす り替わることがある。また、訳語の使 い方に一貫性が

な い 。 た と え ばNMT に 基 づ く Google

Translate〈https:〃translate.eooele.com/〉 でUTX仕

様書を英 日翻訳したところ、誤訳はあるものの、大体の意

味を把握 する概 訳としてはかなり理解 できるものであった。

しか し、用語 レベル で見ると、"glossary contributor"と い

う同一の語が 「用語集の寄稿者」、「用語集 の貢献 者」など

と複数の訳語に訳 された。"term status"は 、「用語ステー

タス」、「期 間ステータス」、「タームステータス」などと訳 され

た。さらには 「語 学ステータス」というまったく関係 ない訳語

もあった。"target language"は 、「ターゲット言語」、「目標

言語」、「対象 言語 」などと訳された。科学分野 の文章の訳

文でよく似た名前の薬物 や化学物質 が他 のもの に変わる

のは重 大な問題 である。また現在のGoogle Translateは

文 単位では理解 できるレベル に訳せていても、「訳 語が一

貫 していないと読者が混 乱する」という人 間にとっての 常

識 に応 えられるように作 られてはいない。人 間の読者 にと

っては、一 つの文の中のいわば 「横 糸」だけでなく、文どう

しをつなぐ「縦糸」の一貫性が必要である。

 機 械 翻訳 でのポストエディットの問題 として、機械 翻 訳

の問題を修正する作業は全文を読む必要があり、ポストエ

ディット者の負 担が増えるということがある。人間 の補 助と

して役立つどころか 、翻訳料金 が引き下げられたにも関わ

らず 必要な労力 に大差ないのは不 条理と言 わざるを得な

い。

 だ が構 造化用語デ ータがある場合 、用語の問題 に限定

してチェックを行えば 、問題 は比較 的容易 に修 正 可能で

あるという仮説 が立てられる。筆者 は、簡便なポストエディ

ットの手法として、NMTの 結 果を用 語データで確認 し、修

正 するという手法を提案す る。この手法の利 点は 、作業 量

の見積もりが困難なポストエディットで、なにを実行 して修

正す べきかを明確 にし、最小 限のポストエディット作業で、

用語 レベルのみの正確さを保 証できる点にある。

5 検 証 の手順

 以下の手順で前項の手法の検証を行った。

1

2.

3.

uTx仕 様 書(MicrosoR Word形 式)の 英 語 版 を、 NMT

を採 用 す るGoogle'IYanslateで 日本 語 に翻 訳 す る。

この結 果 を対 訳 形 式 に変 換 して 、翻 訳 メモ リー にインポ

ー トす る
。

翻 訳 支 援 ツー ルSDL Trados Studioで 一 括 翻 訳 す る

(翻 訳 メモ リー の 内 容 を訳 文 文 書 に適 用 す るだ けで 人 間
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   翻訳ではない)。

 4. 機械翻訳の結果に対して、SDL'Rados Studioで用語

   検証を行う。

 用語検証には事前に作成した用語ベースを使用した。

なおUTX仕 様書は、英文で作成されたのち、日本語に

人間翻訳された。用語ベースはこの人間翻訳で用語統一

をする必要から作成されたものであり、機械翻訳の修正用

目的のみで作成されたものではない(換 言すれば、適切

に作成されたUTXが 多目的に柔軟に活用できることが示

されているといえる)。

 Google Translateで 原語部分の出力が正しくされなか

った文を除く550の 翻訳単位のうち、書式が混在している

分節をさらに除外した。結果的には、文書上にある560の

分節が翻訳された。

 用語の評価観点として、(1)用語が一貫して訳されてい

るか、(2)用語データ(あるいは用語のデータベースであ

る用語べ一ス)に沿っているか、の2点 がある。観点(2)が

満たされれば観点(1)も 満たされることが多いが、用語デ

ータとして定義されていない用語については観点(1)も必

要となる。ここでは主に観点(2)の み に注 目した。

6 検証結果 とその考察

 検証の結果、SDL Tradosで は23件 の禁止用語が検

出され、115件 の不適切な訳語が検出された(図1)。訳語

同様に、禁止用語もまた事前に作成された構造化用語デ

ータである。人間作業者、つまりポストエディターの作業は、

これらの用語をチェックして、修正することのみである。ポ

ストエディターはすべての文章を読む必要がなく、最低限

の修正、すなわちライトエディットのみが求められる案件で

も、責任範囲が明確になる。

 これらの用語は、あくまでSDL'IYadosの 設定に基づい

て問題があると推測された用語である。修正が必要かどう

かは、ポストエディターが判断する。たとえば、UTX仕 様

書の特徴として、一つの用語が原語のままにすべき個所と

訳すべき箇所が混在している箇所がいくつかある。たとえ

ば、tem1と いう原語は、訳文でもtermの ままにすべき場

合と、「用語」と訳すべき場合がある。これは訳し分けが必

要になるが、実際の翻訳案件では比較的まれなケースと

思われる。
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 またSDL nados以 外 に、無償のApSICXbench 2.9

などのツール を使 用して用語 検証をした。ただし、原 文で

あいまい一致(名 詞複 数形 や動詞活 用形の 同一視)が さ

れないため、検 出できた問題は(重 複 を除外後)11項 目の

みとかなり限定的であった。

7 結 論 と今 後 の 展 望

 検 証の結果、NMTで あるGoogle Translateの 翻 訳結

果を、UTX構 造 化用語 デー タを事前 に準備 し、それを使

用して用語検証をすることにより、極 めて効率的にポストエ

デ ィットで きることが 示 され た。現 状 で は 、Google

Translateの 結 果は手作業で原 文訳 文の対訳形式TMX

に変 換する必要 があるが、直接TMXで 結 果 出力できるよ

うになれば、この作業はさらに容易 になる。

 NMTそ のものに、用語データをなんらかの形 で補完す

る方法を組 み込むことは技術的 には解決不可能な問題 で

はない。この処理 には、用語 データが必 要にはなる。だが

用語データの抽 出と選定の支援 には 、自然 言語処理技術

を十分に活用することができる。
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N嚇T会 員のひろぼ

 A醐T会 員の新 たな交 流の場をAA:NT J。urna1誌 面 上で提供 す るべ くス ター トいた しま した「AAMT会 員 のひろば」、

会員の皆 さまの ご助力 をい ただきま して、第 一回のNQ.41の ス ター トか ら第二十回を迎える ことができ ました。

今号では、法人会員一仕 、個人会員一名 か らの ご寄稿 をいただいてお ります。

 独 自のお取組みの ご紹介 、機械翻訳研 究への提 言、AA:HTの 活 動 へのご要 望な ど、今回 も貴重な ご意見をお寄せ

いただ きま した。

 細TJourna1で は 今後 も引 き続 き、会員の皆 さまか らの ご寄稿 を心 よ りお待 ち してお ります。

 ご寄稿 ・お問い合わせ はAAMT事 務 局(E-ma i 1:AAMT-info@AAMT. i nfo)ま で 宜 しくお願 いいた します。

個人会員(敬 称略 ・50音 順)

会員名

柳 英夫

自 己紹 介

 ジー キュー ブ合 同会社 代表(「 株 式会社 システー トソリュー シ ョンズ」 に組織変更 の手続 き中)。

 「翻訳 しない翻訳会 社」とい うと、誤解 を招 くかも しれ ませ んが、「企 業の翻訳にかかわ る困 りごとの うち、(多

くの)翻 訳会 社がカバー していない こと」につ いてお手伝 いす る仕 事を しています。

 たとえば、「英語マニュアルの品質が悪い。コス トもかかりすぎている。そ もそ もは、元の日本語に問題がある

のではないか。英訳の品質改善 ・効率改善を前提 として日本語制作の手法を見直せないか」「多言語展開の品質管

理ができていない。品質モニタリングの手法を設計できないか」「現地での翻訳 レビュー とその手配が負担になっ

ている。もっと効率よく回すことができないか」「膨大な規模のコンテンツを多言語に展開したい。何らかの形で

機械翻訳を活用するしかないのではないか。施策を提案 してもらいたい」「標準文言集 と照合 しながら技術文書を

執筆 したい。標準文言集 どお りに執筆できれば、法務部の検査も省力化でき、翻訳コス トも節約できる」「用語集

を管理 したい。変更履歴 も管理でき、直感的に使いこなせるシステムはないか」などなど。 これらの課題は、そ

の背後にさまざまな事情も隠れていて、一筋縄にいかないこともしば しば。

 どれ も翻訳 にかかわ ることですが、翻訳 会社の コアサ ー ビスか ら外れ、相談先が 限 られ るよ うです。 この よ う

な 「困 り」 に対 して、ス タイルガイ ドや 用語集の構築 、既存 パ ッケー ジシステ ムの導入支援、独 自ス ク リプ トの

開発、 ときには独 自Webベ ー スの システ ムの開発 な どを行 い、課題解決 をお 手伝 い しています。

25



MT/翻 訳 と の か か わ り

翻訳の仕事とかかわるようになってから今年で25年 目となります。はじめは英 日フリーランス翻訳者からは じ

まり、多国籍翻訳会仕でのオペ レーションマネジメン ト、翻訳管理 システムの技術営業、技術文書校正支援シス

テムの技術営業、英訳 しやすい和文の制作支援、多言語展開しやすい英文の制作支援、などの経験を経なが ら、

最近では企業の現場での機械翻訳導入のお手伝いをすることが増えてきました。翻訳の世界にどっぷりと浸か り

なが らも、翻訳そのものではない仕事をいろいろと経験 してきま した。

機械翻訳 とのかかわりでいうと、機械翻訳エンジンそのものを開発することはなく、機械翻訳エンジンをブラッ

クボックスのまま扱い、前後の工程や周辺の工夫で訳出品質を向上させる施策を設計 し、構築することをしてい

ます。

MTお よび翻訳 業界 に期 待する こと

 (人間)翻 訳も機械翻訳も、そのものが工程 として完結することはなく、翻訳の前には必ず、 「原文コンテンツ

を制作する」 とい う工程があり、翻訳の後には必ず、 「翻訳されたコンテンツをパブリッシュする」という後工

程があ ります。これ らのすべての工程を請け負 う会社もあ りますが、それでも発注企業側の関与がゼロになるこ

とはなく、とはいえ発注企業側 も翻訳や言語のプロフェッショナル ということはな く、翻訳会社(ま たは機械翻

訳)の 工程と発注側企業の工程 との 「つなぎ合わせ」が人力で苦労 している場面がよくみられます。また、役割

分担の狭間の中で、 「言語資産」が有効に管理されていないことも多いようです。

特に機械翻訳で感 じることですが、企業の現場ではこのよ うに翻訳が閉 じた工程ではないので、真の効率化を目

指すなら、翻訳の前工程 ・後工程までを視野に入れて、全体最適化を考えなければなりません。翻訳の部分だけ

速くなっても、その前後の工程とのつなぎが人力ではそこがボ トルネックとなり、本来の効果が発揮 されません。

翻訳を効率化 す る技術 と して、MTが あ り、TMが あ り、 しか し、前工程か ら後工程まで、 さらにその先までつな

げた流れ をひ とつ の 「ロジステ ィックス」 として考え ると、 まだまだ最適 化の余地 が多 くあ ります。 あるいは、

前工程、後工程 まで含 めて考えずに、翻訳 工程 だけを とらえて合理化 しよ うと して も、限界があ ります し、かえ

ってムダが生 じることさえあ ります。

翻訳を全体の一工程としてとらえ、工程間の 「つなぎ」を意識 した機械翻訳システムや翻訳サービスがますます

求められ るのだろ うと思います。

AAMTへ の要 望

機械翻訳にかかわる動向を少 しでも多く、網羅的に提供 していただ くことができればと考えています。機械翻

訳にかかわる最新理論 も知 りたいです し、OpenNMTな ど実装系の取 り上げもしていただければと思います。企業
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の現場での導入事例にも興味あります(知 りたいことばかりですみません)。

 企業の現場に限らないかもしれませんが、機械翻訳にはさまざまな期待が寄せ られていて、 しか しそれを実務

に適用するにはさまざまな壁があることも確か。その壁を乗 り越 えるための知見を集め蓄積 し、導入の現場に落

とし込んでいくことができればとも考えています。
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p,AMT会 員 の ひろぱ

 AAMT会 員 の新 たな交流の場 をAAMT Journa l誌 面 上で提供す るべ くス ター トいた しま した 「AAMT会 員 のひ ろば」、

会員 の皆 さまの ご助 力をいただ きま して 、第一回 のNQ.41の ス ター トか ら第二十回 を迎 える ことがで きま した。

今号 では、法人会員一仕、個人会員一名 か らのご寄稿 をいただいてお ります。

 独 自のお取組みの ご紹介 、機械翻訳研 究へ の提言 、AAMTの 活 動への ご要望 な ど、今回 も貴重な ご意見 をお寄せ

いただきま した。

 AAMT J。urnalで は 今後 も引 き続 き、会員の皆 さまか らの ご寄稿 を心 よ りお待 ち してお ります。

 ご 寄稿 ・お 問い合わせ はAAMT事 務 局(E-mail:AAMT-info@AAMT. info)ま で 宜 しくお願 い いた します。

法人 会員(敬 称略 ・50音 順)

会 員 名

株 式 会 社 コ ン グ レ ・グmバ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ズ/Congress Global Communications Co.,Ltd.

https://www. cQngre-gc.co. jp/

【本 社 】 〒102-0083東 京 都 千 代 田 区 麹 町5-1 弘 済 会 館 ビル2F

【関 西 支 社 】 〒541-0047大 阪 府 大 阪 市 中 央 区 淡 路 町3-6-13 コ ン グ レ ビ ル デ ィ ン グ

【九 州 支 社 】 〒810-000i福 岡 県 福 岡 市 中 央 区 天 神1-9-17 フ コ ク 生 命 ビ ル15F

自己紹介

 当 社 は、国際会議運営 を主軸 に ビジネス展 開を してお ります株式会社 コング レの グルー プ会社 と して、翻訳 、

通訳、語学人材 の派遣 ・紹 介を主要なサー ビス と しています。

"コ ミ
ュニケーシ ョンで新 しい価値 を創 造す る"を 企業理念に掲げ、創業以来40余 年にお よび築 き上 げてきま し

た社会的信用 力と親会社 とのシナ ジー効果 を活用す る ことで、 言語 ソリューシ ョンのベ ス トパー トナー と してお

客様 か ら選ばれ続 ける企 業を 目指 しています。

 そ うした ランゲー ジサー ビスにおいての翻訳事業 は、永 年の実績で培 ったノ ウハ ウと翻訳支援 ツールの活用 に

よ り、品質の 向上 ・短納期 ・大量処理 を実現 しています。 対象分野は 、製造技術 、経済 ・経営 、金融、特許 、法

律 ・契約 、科学技術 、IT・ 情 報通信 、電気 ・電子 、土木 ・建築、医療 ・医薬 、食 品な ど、幅広 く取扱 い を してい

ます。 また、契約書、 レポー ト、マ ニュアル 、プ レゼ ン資料 、パ ンフレッ ト、WEBサ イ ト、プ レス リリース、ナ レ

ー シ ョン
、字幕 、rミ ック ・誰誌、治験 関連 文書 な どの様 々な文書 タイ プに対応 しています。

 近 年では、 グローバル展 開のメーカー様か ら、製造 に係 る国際規格資料 な らびに国 ・地域 ごとの規 格資料の翻

訳案件 の取扱 いが増加傾 向にあ ります。 また、IR関 連の翻訳案件 にも力を入れ ています。
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MT/翻 訳 とのかかわ り

 グー テ ンベル クによる活字印刷術 の発 明か ら560余 年 。 トーマス ・エ ジ ソンに よる蓄音機の発明か ら140年 。

そ して、約70年 前 に始 まったMT技 術は2度 のブー ム と停滞期 を経 て、昨今 では 、周知の よ うにAIの ディープラ

ーニ ング技術 に より、三次 ブー ムで劇的 にその技術精度 を高め、様 々 なシー ンにお いて、その活用が期待 され て

います。 この貴重 な変革期 を肌 で感 じられ ることは 、個人 的に とて もワクワクす る ことであ る反面、 ビジネスベ

ースではパ ラダイ ムシフ トが予見できる ことか ら脅威 で もあ ります。

 そ の傍 らで 、 日常の翻訳業務 では、顧 客か らの 「高品質 で短納 期」の要望は さらに高ま り、生産効率 を考慮す

れば、翻訳支援 ツール活用 の拡 張機能 としてのMT導 入 は必然 である と考 え られ ます。

 昨 今のMT技 術 の確 実な進歩 で企 業において もMTを 可能 な限 り活用 して、翻訳業務 の効率 化 ・コス ト削減 ・外

国語での コ ミュニ ケー シ ョンを促進 したい とい う動きが強まっています。

 そ うした背景か ら、翻訳 支援 ツール+MTの ソ リュー シ ョンを ビジネス化す る ことが急務 である と感 じます。

これ らの状況下 で遅れ ばせ なが らAAMT入 会 に よ り、幅広 い研 究の成果 を享受 させていた だきなが ら、MTの 事業化

を推進 してい く所存 です。

MTお よび翻訳業界に期待すること

 MT技 術が進化 している翻訳改革期の今こそ、業界が一丸 となり翻訳データや翻訳品質の評価方法、最適な翻訳

プロセスを共有 していくことが重要であると思います。そのためにオープンな意見交換や共同研究の成果による、

さらなる業界の発展 と新 しいコミュニケーションの創造に期待 しています。

株 式会社 コングレ ・グローバル コ ミュニ ケー シ ョンズ 事 業開発部 部 長 谷 口 信 也

AAMTへ の要望

 様々な会員様との交流による情報交換をはじめ、新 しい事業展開への協業や協力体制づくりの場になることを

期待いたします。各社の取組みへのタイム リーな状況報告と意見交換を積極的に進めていきたいと存 じます。
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一
            ハ イ ブ リ ッ ド翻 訳

クラウ ド翻訳 システム、機械翻訳、人によるポス トエディットの融合

    梶木正紀

株式会社MK翻 訳事務所

1.は じ め に

 MK翻 訳 事務所 は、特許 翻訳 に特 化 した翻訳会社で

す。 主に、特許 明細書 の翻訳 を ご提供 してお ります。

2006年 の創 立以来、人間翻訳 者に よる特許翻訳 を

提供 して きま した。2017年 か らニ ュー ラル機 械翻

訳 と、 クラウ ド翻 訳 システム と、人間翻訳者(ポ ス ト

エデ ィタ)と を組み合 わせ たハ イブ リッ ド翻訳(Hybrid

TranslatiQn)の 提 供 を開始 いた しま した。

2.ク ライア ン ト側 の課題

 特許明細書を翻訳するには、時間とコス トがかか り

ます。海外で商品やサービスを提供 している企業にと

れば、特許出願料金はもとより、特許明細書の翻訳料

金の削減も特許戦略を考える上で重要な課題です。っ

まり、いかに安く速く翻訳を行えるかが、重要となり

ます。 クライアン ト側には、以下のような特許翻訳に

関わる課題があると、我々は考えてお ります。

■案件を跨いだ訳文の統一がなされていない

 翻訳会社二に翻訳を依頼すると、同 じ翻訳者が担当す

るとは限らないため、案件 ごとに訳文が全く異なる。

訳文としては正しいかもしれないが、もう少 し統一感

がほ しい。

■翻訳速度が異なる

 速度が速い翻訳者もいれば、そ うでない翻訳者もい

る。ベテランになればなるほど速度は速いか もしれな

いが、必ずベテラン翻訳者が担当するとは限らない。

■過去案件が反映 されていない

 過去の案件 とほぼ同じ原文であるにも関わらず、全

く異なった訳文で納品される。

■指定 した単語やフォーマッ トが使用されていない

 業界用語や会社内での用語は単語 リス トとして提供

するものの指定した単語が使用されていない。全角や

半角が混在 している。

■訳抜け、数字の抜けが発生 している

■とにかく料金が高い

3.課 題 の解 決 一ハイ ブ リッ ド翻 訳

 以上のようなクライアン ト側の課題は、ハイブリッ

ド翻訳で解決できます。ハイブ リッ ド翻訳とは、機械

と人とをバ ランス良く融合させたハイブリッド型の翻

訳サービスです。機械翻訳との大きな違いは、人が介

入するところです。下訳は、機械翻訳に任せ、翻訳及

び校正が完了 したセグメン トは、 トランレーションメ

モ リ(TM)に 記憶させ、用語集は、用語ベースで管

理 し、数字の誤 りや指定単語の利用有無は、システム

で管理するなど、機械に任せられる作業は可能な限り

機械に任せます。残 りの作業は、人が責任を持って引

き継ぎます。一般的に機械翻訳と言 うと、エンターキ

ーをユーザ側で押すだけの作業を想像するかもしれま

せん。我々のハイブリッド翻訳は、人間翻訳者が様々

なテクノロジーを組み合わせて訳文を最後まで仕上げ

ます。 したがって、機械翻訳によるぎこちない訳文が

排除された自然な訳文をご提供できます。以下、ハイ

ブリッド翻訳を提供するに当って、我々が行った検証

についてご説明します。
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4.検 証

 検証 の 目的は、ハ イブ リッ ド翻訳の実用性 を確 認す

ることで した,任 意の出願 人 よ り翻訳の依頼 を受 けた

と仮定 し、以 ドの 手順に従 って検証 を行 いま した.

  ① 任 意 の出願 人の明細書 〔ソース/タ ー ゲッ ト〉

    をJ 程 度 収集 し、TM化 する。

  ② 任意 の出願人 の公開公 報を機械 翻訳 にか け、

    TMに 基 づいて 自動的 に翻 訳す る。

  ③ 上記② の翻訳 のボス トエデ ィッ トを人間翻訳

    者 が 行 う。

 検 証の結果 を踏 まえ、 門機械 翻訳 の利点.、 「クラ

ウ ド翻訳 シ ステムの利点一 、 「翻訳作業効 率」、及び

「品質、の4点 につ いて、我 々の所感 を以下にま とめ

まナ.

■機 械翻訳の利点

 英 語 と 日本語 とでは文構造が逆 の場 合が多いですが、

機械翻訳 では 自動 で語順 を適正 に入れ 替えて くれ ます

し、専門 用語 もかな りの確度 で正 しく翻訳 されていま

す,,数 値や文献 の名称 伴 角 と金角 との変換 作業)の

誤入 力 も減 る と思 われ ます。 また、機械 翻訳が ド訳 を

行 ってくれ るこ とで翻訳作業 に割 く時間を削減す るこ

とが でき、それ によって、チェ ックに多 くの時間 を割

くことが できる ようにな ります.,更 に、機 械翻訳であ

れば 、用語集 に登録 され ている単語 を見落 とす ことな

く反映す る ことがで き、用語の統 一も容 易に行 えます、

■クラ ウ ド翻訳 システムの利 点

 イ ンターネ ッ ト環境 とパ ソコンがあれば、場所 を問

わず作業 がで きます。 ど 二にいて も自社の巨大 な翻訳

メモ リを素 阜く検 索で き、常に最新の状態の用語集 を

共有 する こともで きます。翻訳 したデー タは全 てクラ

ウ ド上に保存 され、共有 されてい るた め、担 当暫 間で

データの送受信 を行 う手閤 ・時闘 を省 くこ とができま

す1っ まり、前の担 当者の作業が終了 した直後 に、次

の担 当者は R":?ftiを始 め られ ます。 また、 た とえ翻 訳担

当者 がi'F 中 で あ っても、 同時進行 でチェ ック担 当者

がf乍業を行え るた め、全体的 な所要時間 の短縮 を実現

で き、生産性 を高 めることも可能 にな ります。

■翻訳作業効率

 検 証 を行 った翻訳 者に尋ね てみ たL一ころ、ある翻訳

者は 、1日 当た り、手作業 では2000ワ … ド程度 の

ところ、機 械翻訳な ら最 大で2500ワ ー ド程度の翻

訳が可能だ ろ うと感 じたよ うです。 分野の得手 不得 手

に も影響 され ると思 い ますが 、この翻 訳者は、作 業効

率が最大で25%提 度 上昇 した と答えま した.中 には、

30%作 業 効率が高 まったL え た翻訳 者 もい 渠した、,

ま た、下訳段階 であ る翻 訳作業 のみ で考える湯、原 文

を機械翻訳 にか けるだけなので、i口 の翻訳 ワー ド数

は無制限に近いので はないか とい う意見 もあ り支した、,

これ らは、 若作業だ けでは実現 不可能な数字 です,ハ

イ ブ リッ ド翻訳 な らこの程度 の作業効 率を高めること

が可能 にな ります

■品質

 新 規 な分野や 、長く複 雑な文章な とは翻訳 者が翻 訳

す る必要が あ ります が、類似 の案件 が既 に多 く公開 さ

れ ている分野 であれ ば、機械 翻訳は非 常に脅'効だL思

われ ます。ハ イブ リソ ド翻訳では、機 械翻訳を活 用 し

ていますが 、最終的 には人問翻訳 者が全文をチェ ック

して修iF.を 行 います。機 械翻訳yuう と、ぎこちない

訳 文を想像 しが ちですが、必ず 人が介入 して最終納 品

物 を完成 させ るため、品質的に も問題 ない程度 圭で仕

上げるこ とが可能 です。

 以 上の ことか ら、ハイブ リッ ド翻訳の実用性 は非 常

に高い と考え、我 々は 本号一 ビスのお客様 への提供 を

開始 してお ります。

5.ま と め

 以上説明したように、我 々のハイブ リッ ド翻訳サー

ビスは、人間翻訳者と機械翻訳 との両方の利点を上手

く活用してお ります。そのため、本サービスを利用す

ることにより、人間翻訳者単独では実現不可能な速度

と正確 さで翻訳が可能です。現在、我々のハイブ リッ

ド翻訳は、英⇔日のみ対応 してお りますが、今後は、

日⇔独等多言語も提供する予定です。
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一
ニ ュー ラル機械 翻訳導入 ソ リュー シ ョン

           中山 雄貴

      株式会社ヒューマンサイエンス

1.は じめに

 2016年 に ニ ュー ラル ネ ソ トワー クを使 用 した機械

翻訳エ ンジンが多数 リリー スされ ま した。特にGoogle

社 が リ リ ー ス し たGoogle Neural Machine

Translation(GNMT)は 、英 日、 日英 の両方の言語ペ

アにお いて、従来のルールベー スや統計ベー スの機械

翻訳 と比べて翻訳精度が大幅に 向上 して います。

 弊 社 で はニ ュー ラル 機械 翻訳(NMT)エ ン ジン を調

査 し、問題点 を分析 して、その解決策 を ソリュー シ ョ

ン としてま とめま した。2016年11月 に は 「Google

製 機 械翻訳導入 ソリュー シ ョン」 を、2017年5月 に

はそ の他 のNMTエ ン ジンにも対応 した 「ニュー ラル

機械翻訳導入 ソリュー シ ョン」の提供 を開始 しま した。

 本 ソリュー シ ョンで は、弊社 コンサル タン トとエン

ジニアがお客様の ご要望 をお聞 き しなが ら、GNMTな

どのNMTエ ン ジンを社内 で活用 したいお客様 向けに

導入 ・カスタマ イズサー ビス を提供 します。GNMTを

利 用 した実 案件 にお いて 、34%の コ ス ト削減 お よび

25%の 期 間短縮 を実現 しています。

2.実 務翻訳 における実例 と問題点

 実務翻訳では一定以上の品質が求められますが、IT、

医療、機械それぞれのジャンルにおいて、ニューラル

機械 翻訳の実例 と問題 点を示 します。本記事では

NMTエ ンジンとしてGNMTを 使用 し、訳例は本記事

執筆時点のものにな ります。

● ITマ ニ ュ ア ル(英 日)

原 文:For more information on APIs, please refer

to the"Deployment using Application Programming

Interfaces(APIs)"section.

 訳 文:APIの 詳 細 に つ い て は 、 「ア プ リ ケ ー シ ョ ン

プ ロ グ ラ ミ ン グ イ ン タ ー フ ェ イ ス(API)を 使 用 した

展 開 」 を 参 照 し て く だ さ い 。

 意 味 と しては正 しく訳 され ていますが、用語 集や ス

タイル ガイ ドに準拠 しているか どうかを確認 す る必要

があ ります。

 た とえば 、用語集 でdeploymentの 訳 を 「配備」 で

統一 してい る場合 、「展開」は 「配備 」に修 正す る必要

があ ります。

 ス タイル に関 しては、全角 文字 と半角文字の間の ス

ペース の有 無(rAPI」 と 「の」 の間) 、丸括 弧 を全角

にす るか半角 にす るか、 といった点をス タイル ガイ ド

に従 って修正す る必要 があ ります。

 ま た、参照先 のセ クシ ョンタイ トル が実際に 「ア プ

リケー シ ョンプ ログラ ミングインター フェイス(API)

を 使 用 した展開」 であるか どうかを確認 お よび修 正す

る必要があ ります。

 ● 医 療 機 器(英 日)

 原 文:Anions. An anion is a negatively charged

lO--.

 訳 文:ア ニオ ン。陰イオ ンは負 に荷電 したイオンで

あ る。

 用 語集 への準拠が問題 にな ります。 この短 い文の中

で、AIlionの 訳 が 「アニオ ン」 と 「陰 イオン」の間で

揺れ ています。 これ を用語集に従 って統一す る必要 が

あ ります。「であ る」調 が、文書の他の部分 と合 ってい
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るかどうかの確認および修正も必要です。

 ● 機 械 取 扱 説 明 書(日 英)

 原 文:据 付 、 運 転 、 保 守 点 検 の 前 に 「安 全 上 の ご 注

意 」 を よ くお 読 み に な り 、 正 し く お 使 い く だ さ い 。

 訳 文:Please read"Safety precautions"carefu皿y

before installation, operation, maintenance and

inspection, and use it correctly.

 参 照 先の タイ トル 「安全上の ご注意」の訳が実際 に

"Safety Precautions"で あ るか どうか を確認す る必要

があ ります。 用語集 やスタイル ガイ ドへの準拠 につ い

て も確認 が必要です。

お客様 の社 内ネ ッ トワー クに翻訳 サ ーバー マ シン と

NMTエ ン ジ ンを設置 す る場 合は その サー バー 上に

「MTラ ッパー」を設置 します。 MTコ ネ クタはMT

ラ ッパ ー とや りとりし、MTラ ッパー がNMTエ ン ジ

ン とや りとり して、NMTエ ン ジンの訳文に用語集や

ス タイル を適用 します。 その後、お客様が求め る翻訳

品質 に応 じて、お客様 または弊仕がポ ス トエデ ィッ ト

を行 います。

 Go俄e

・欝 心 矯ε酬農蹴 ε

so麟 警韻o蕗 ζ一c憩

壁,r.<q、 し幅 震1戴麟 嚇潔繍

     轟 一一

細 ⇔図

!
 IT、 医療、機械の翻訳ジャンルを問わず、用語集、

スタイルガイ ド、参照先の確認が必要です。

 また、ここで取 り上げた例文は、いずれ も意味 とし

ては正 しく訳されていますが、原文が長文になるに従

って誤訳、訳抜け、訳語の繰 り返 しといった問題が出

てきます。そのため、訳文の意味が正 しいか どうかを

人間が確認および修正する 「ポス トエディット」 も必

要にな ります。

 上記の問題点は大きく2種 類に分けられます。機械

的に解決できるものと人手による解決が必要なもので

す。用語集とスタイルガイ ドへの準拠については機械

的に対応できます。一方、参照先の確認や文体の統一、

訳文の意味の確認については、ある程度の自動化は可

能なものの、人手によるポス トエディットが必要です。

弊社のソリューションでは、機械 と人手を組み合わせ

て、それぞれの問題点を解決 します。

     一 図⇔薗
お客様の八ソコン 社 内 ネットワーク  翻訳サ_バ_

N卜管導入ソリューションのシスTム 構成図

 お 客様 が使 用す るアプ リケー シ ョンは問 いません。

マイ クロソフ ト社のOfficeや 、 SDL Trados Studio、

memoQ、 Memsourceな どの翻訳 ツール にも対応 しま

す。また、お客様 独 自の アプ リケー シ ョンや環境に応

じて ソリュー シ ョンをカ スタマ イズす ることも可能 で

す。

 ● サ ー ビスメニュー

 お 客様が求め る翻訳 品質 に応 じて、以 下の メニ ュー

か らお選び いた だけます。

3.ソ リュー シ ョンの構 成

 ● シ ステム

 お 客様 の環境 に、利用 され るアプ リケー シ ョンに応

じた 「MTコ ネ クタ」を設 置 します。次 に、 クラ ウ ド

にあるNMTエ ン ジンを使 用す る場合は クラウ ドに、

黍 笥ンサ 縄瞳 開購鶏 λ

2 コンサ ル幸㎜ 灘入 や需語集/ス タイル対応

蓬 灘ン サル拳㎜ 導λ やポストエディット

4 コンサIL-[-NMT導 入 十溺語集/ス タイル対応+ポ ストエディット
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4.ソ リュー シ ョンの導 入 プ ロセ ス

4つ の フェー ズか ら成 ります。

 ● フ ェー ズ0:ご 提案

 お 客様 の翻訳業務 フ ロー 、フ ァイル形 式、用語集 、

スタイル ガイ ドへ の準拠 な ど、お客様 の ご要望を ヒア

リング し、お 客様 が求 めている翻訳 環境 、翻訳 品質を

明確 に します。 その上で、導入 フェーズ1～3の 内容

とスケジュール を ご提 案 します。

 ● フ ェーズ1:NMTエ ン ジン評価

 ま ず、お客様 が求め る翻 訳環境に適 したNMTエ ン

ジンを選 定 します。 その後、お客様 の文書をNMTエ

ン ジンで翻訳 し、その出力 とお客様 が望む翻訳品質 と

の間の差分を明確 に します。また、ポス トエデ ィ ッ ト

を行 い、必要な時間を計測 します。MTを 使用 しない

場合 と比較 して、 コス トとスケ ジュールが どの よ うに

変わ るかを報告 します。

 ● フェーズ2:プ ロセ ス設計 ・実装

 お 客様 に適 した翻訳 プ ロセス を設計 し、実装 します。

ご要望に応 じて、 ファイル 形式、用語集、ス タイルガ

イ ドへの 対応 処 理 を実装 します。 この フェーズ では

MT翻 訳 手順 書を提供 します。また 、ポ ス トエデ ィ ッ

トが必要 な場合はポス トエデ ィッ トガイ ドを提供 しま

す。

の通信 と、 クラ ウ ド上のデー タはすべて暗号化 され ま

す。 また、一般 に、インターネ ッ トで公開 されてい る

翻訳サー ビスを利用 する と、翻訳 文書が別の 目的に流

用 され るお それ があ りますが、本 ソ リュー シ ョンで翻

訳す る文書 が流用 され る ことは一切あ りません。機密

性が高 い文書 を翻訳 する場合 で も安心 して ご利用い た

だ けます。

 社 内のセ キュ リテ ィポ リシーのため に仕外 との通信

が一切 禁止 され てい る場合は、社内ネ ッ トワー クに翻

訳 サーバ ーマ シンとNMTエ ン ジンを設置す るこ とも

可能 です。

6.最 後 に

 日本 語に強いNMTエ ン ジンが リリース され た こと

に よって、 日本での機 械翻訳が一気 に普及す るこ とを

期待 します。英語か ら 日本語 だけでな く、 日本語 か ら

英語 、そ して多言語への機 械翻訳 を広 めるこ とで、 日

本 の製 品やサー ビスの世界販売 を後押 ししたい と強 く

思 います。本 ソリュー ションに ご興味 をお持 ちの方は 、

http:〃www.science.co.jp/localization service/mt.htm

lま た はhsweb_inquiry@science.co.jpま でお 問い合

わせ くだ さい。

 ● フェーズ3:運 用

 運 用を開始 します。 ご要望に応 じて、ポス トエデ ィ

ッ トサー ビスを提供 します。 また、翻訳品質 を定期的

に計測 して報告 します。

5.セ キ ュ リテ ィに つい て

 ク ラ ウ ド対応 のNMTエ ン ジンは、 クラウ ド上で動

作 します が、お客様 のネ ッ トワー クとクラウ ドとの問
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一
               クラウ ド翻訳講座のご紹介

    株 式会社イ ンター グルー プ

プ ロ翻訳者 ・通訳者養成機 関インタースクール

1.は じめ に

  この度、弊社インターグループは 「クラウド翻訳

 者」の養成に乗 り出 します。

  ICTの 急速な進歩に伴い翻訳者を取 り巻 く環境

 も大きく変わ りつつあります。グローバル化が益々

 進む中、異文化問での文書によるコミュニケーショ

 ンの量 も内容も質も、これまでの産業翻訳で取 り扱

 う枠を超えて多様化、拡大化の一途を辿っています。

  クラウド翻訳は、まさにICTの 進歩がもたらす、

 全 く新 しいタイプのビジネスとして、"越境EC"と

 いったEコ マース事業の拡大 と共に、その成長が注

 目されています。それに伴い、クラウド翻訳者の養

 成は急務 となっています。こうした時代の要請にお

 応えすべ く、常に時代の一歩先を見つめて50年 来

 翻訳、MT、 音声認識、通訳、翻訳者 ・通訳者養成

 等を通 じて日本の国際化に取り組んで参りま した弊

 社 も、クラウ ド翻訳業界を代表されるGMOス ピー

 ド翻訳株式会社 と共に本事業を立ち上げる事となり

 ま した。

  これまでのお仕事を待つのではな く、自分のでき

 る時間に、自分の判断で翻訳の案件を選び、CAT(翻

 訳支援ツール)や これからはMTも 駆使 しながらス

 ピーディーに高品質のサー ビスを提供する、

 全 く新 しいタイプの翻訳者の養成に向けて、来る

 MTを 支えると目されるエディターの養成 も視野に

 入れながらいよいよスター トします。

2.講 座の概要&特 徴

● 同講座の形態は、通信 と通学によるハイブリッ ド

 式翻訳講座です。受講生は各講座に出題 され る添

削課題 に取 り組 んで いただ き、そ の後 現役 プロ翻

訳者 による月1回 のス クー リングで、課題 の解説

や疑 問点解消 な どを行 ってい きます。 通信教育 と

い う一 方向のみ の講座 ではな く、計4～6回 の生講

義 を設 け 、プ ロの翻訳 者に よる指 導で、モチベー

シ ョン向上 と実践 力の養成 を図 ります。 各講座 の

テーマは 、今 後 クラ ウ ド翻訳サー ビスにお いて、

現場 です ぐに使 える領域 を網羅 しています。

● 開講 日:7月1日

● 受講期 間:4～6カ 月(コ ース レベル によ り異な り

 ます)

● 通信+通 学のハイブ リッ ト式 全4～6講 座

●1講 座 あた り、約4レ ソスン+添 削課題1つ+ス ク

 ー リング1回(2時 間)

●1講 座 終了後、添削課題 も済んだ段階でス クー リン

 グを行 い課題 の解 説や質問対応 などで理解 を より

 深 める。

● 翻訳のテ ーマ:ウ ェブサ イ ト、ニ ュー スサ イ ト、

 広 報 ・広告 、観 光 、文化 、時事 、Eコ マー ス、各

 種 メール 、な ど、主 に一般 に公開 され る分野 の 日

 英 短文翻訳

3.GMOス ピー ド翻訳株式会社 との協業体制

 同講座のカ リキュラムや使用教材などはGMOス ピ

ー ド翻訳株式会社に監修いただきながら現場の経験、

知識を踏まえて作成 しています。その結果、最終修了

試験で優秀な成績を修められた受講生を、「スピー ド翻

訳by GMO」 の登録翻訳者 として推薦 し、プロ翻訳者

としてデ ビューができるという点がこの講座の大きな
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特徴 とな ります。 ご自宅で 自身のペー スで学習 し、ス

クー リングに よ り知識 と実践 力を定着 させ て、最短4

カ月 での プロデ ビュー を 目指 します。

またGMOス ピー ド翻訳株式 会社が独 自に開発 した

翻訳支援 ツール(Computer・Aided Translation tool:

CAT)も 本 講座 の中で実際 に駆使 して翻訳作業に取 り

組 んでいただきます。最先端の技術 を取 り入れ なが ら、

よ り効率 良 く、そ してよ り精度 の高い翻訳 を 目指 して

指導 に当た ります。

ド翻訳の新たな市場が形成 されていくとい う事です。

 そ して、この市場拡大によりそれに対応できる翻訳

者の需要も急激に高まっています。 クラウ ド翻訳の最

大の特徴として、翻訳者がクラウ ド上に展開されてい

る案件を自ら取得 していく、とい う点があ ります。 自

身のワークスタイルに合わせながら無理なく仕事を受

けられる、そんな新 しい翻訳のカタチが今注 目を集め

ています。古谷社長の具体的な事例と時折ユーモアを

交えた講演に、参加者も熱心に聞き入っていました。

4.ク ラ ウ ド翻 訳 セ ミナー 開催

 「ク ラ ウ ド翻訳 講座 」の開講 に先立 ち、去 る2017

年4月8日(土)イ ンタース クール とGMOス ピー ド

翻訳株 式会社に よる共同企 画セ ミナー 「翻訳の世界が

変わ る」～ クラウ ド翻訳 、今 よ り自由な ワー クス タイ

ル～をGMOグ ル ープ本社セ ミナールー ムに て開催 い

た しま した。 ご参加 いただいた方は現役翻訳者か ら、

将来翻訳 者を 目指す方まで様 々な世代の男女にわた り

ます。 本セ ミナーの 目的は、 クラウ ド翻訳に対す る認

知の拡大があ りますが、そ うい った点 も含め 、全体で

以下の3部 構成 での開催 とな りま した。

第1部:『 クラウ ド翻訳市場の展望』

第2部:パ ネルデ ィスカ ッシ ョン 『クラ ウ ド翻訳者

    の"現 場のお話"』

第3部:「 クラウ ド翻訳 講座 」の体験 レ ソス ン

 第1部 『クラウド翻訳市場の展望』

 まずはGMOス ピー ド翻訳株式会社代表取締役社長

古谷祐一氏による講演です。 クラウ ドソーシングによ

る翻訳市場は、いわゆる従来の産業翻訳市場と上手に

棲み分けを しながらも、今後増加傾向にあると言われ

ています。現在産業翻訳市場は、約2,000億 円規模と

言われていますが、将来クラウド翻訳市場はそれをも

上回る可能性を秘めています。つま りインターネッ ト

産業の拡大に伴い、より早く安 く提供が可能なクラウ

 第2部 『クラウ ド翻訳者 の"現 場のお話"』

 第2部 のパネルデ ィスカ ッシ ョンでは、実際に 「ス

ピー ド翻訳by GMO」 で 活躍 してお られ る現役翻訳 者

2名 をパネ リス トと してお招 き し、引き続 き古谷社 長

にモデ レー ター役 と してデ ィスカ ッシ ョンを展 開 して

いただ きま した。まず 「ス ピー ド翻訳by GMO」 に 登

録 され てい る翻訳者の方 々への様 々なアンケー ト結 果

を元に、以下の よ うな クラウ ド翻訳 とい う仕 事面 と自

身 の生活面に関 してパネ リス トに意 見を求 めていきま

した。

 ・なぜ今 、 クラウ ド翻訳な のか

 ・仕 事の請け方やその頻度

 ・リアル な収入面

 ・作業をす る上での困 った点やそ の逆 の利点

現役クラウド翻訳者の生の声に参加者 も興味津々の

様子で何度 もうなずきながらお話に耳を傾けられてい

ました。最後の質疑応答での以下のような具体的な質

問からその関心の高さが うかがえます。

 ・クラウドソーシング翻訳における作業のメリッ ト

  とデメリッ トとは?

 ・依頼者からのクレームへの対処法は?

 ・クラウド翻訳ならではの具体的な案件内容

 ・クラウド翻訳の魅力とは?

パネ リス トも一つ一つの質問にご自身の経験を踏ま
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えながら丁寧に回答され、皆様理解を深めておられる

ようでした。

 第3部 「クラウド翻訳講座」の体験 レッスン

 最後は、「クラウド翻訳講座」担当のインタースクー

ル翻訳コース担当講師川 口仁氏による体験 レッスンで

す。クラウド翻訳の本質を理解 した上で、そのプロに

求められる必要な技術、それはズバ リ訳の正確性 とス

ピー ドです。この一見相反する二つのスキル習得を達

成するにはいくつかのコツがあります。今回の体験 レ

ッスンでは具体的な例文を挙げ、そのコツの一端を披

露。川口先生の熱弁に参加者 も納得の表情を浮かべて

いました。このように同講座 ではクラウド翻訳の特徴

を意識 し、より実践的なテーマに沿って効率よく学ん

でいくことが可能 となります。

映像翻訳 と異なり、自らのワークスタイルに準じた仕

事の取 り方が可能なクラウド翻訳市場は新たな仕事の

請け口として今後ますます広がりを見せていくでしょ

う。

6.イ ンター ス クール と して の今 後 の使命

 クラウ ド翻訳のみならず、昨今のMTの 急激な技術

向上により、プ レ1ポス トエディッ トなど翻訳業界にお

ける仕事の仕方も益々多様化 していくでしょう。プロ

翻訳者養成機関であるインタースクールは今回の 「ク

ラウ ド翻訳講座」を皮切 りに、常に時代のニーズに合

った翻訳者育成を行っていきます。それが翻訳者層の

拡大、そ して新たな形態の雇用創出に繋がっていくか

らです。

 セ ミナー終了後にご回答いただいたアンケー トの中

で、「クラウド翻訳の全体の方向性 と実際のクラウ ド翻

訳作業の風景が分かる詳細な説明で興味を抱いた」、と

のご意見をいただきました。 これまで何 となく理解 し

ていたクラウド翻訳 というものが今回参加 された皆様

にとってより身近に感 じられた結果ではないかと思い

ます。

5.ク ラウ ド翻訳、今後の展望

 クラウドソーシングによる翻訳市場については、先

のセ ミナーで古谷社長が語 られた通 り、今後拡大の一

途をたどっています。インターネッ ト産業が多様化 し

ていく中で特に今後その成長が期待 されるのが越境

ECサ イ トです。 自宅にいながら気軽に世界中の商品

を購入することが可能なECサ イ トにおいて、その商

品説明や購入方法など翻訳の需要は高まるばかりです。

こういったECサ イ トと相性良く連携ができるクラウ

ドソーシング翻訳にかかる期待は大きいと言われてい

ます。

翻訳者の立場からしても、既存の産業翻訳や字幕 ・
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こ れ ま で のAAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ンVol.11

       機械翻訳課題調査委員会WG 1、 WG2

は じめに を法人向けに提供開始

 AAMT Forumを 通 じて配信 した メールマ ガジンの

バ ックナ ンバー をお届 け します。今回は第95号 と第

96号 で す。

 今 回 もこれ まで同様、様 々な翻訳サー ビスの開始や

新製品の開発 に関す る記事が あ りま した。そ の中でも

人工知能 を前面に報 じる記事が 二つ あ りま した。

 ま た、AAMT Foru皿 の これ までの担 当者 が昨年度

末でその担 当を終 え、次の担 当者へ交代 とな りま した。

担 当者が代わ りま して も引 き続 き皆様 に役 立つ情報 を

提供 できるよ う遙進 いた します。

 尚 、メールマ ガジン として配信す べき情報 が ござい

ま した ら、是非お知 らせ くだ さい。 また、お気付 きの

点な どもAAMT事 務 局 までお 寄せ くだ さい。 よろ し

くお願 いいた します。

 で は、メール マガジン第95号 と第96号 を 再びお届

け します。

KDDIは2月14日 、AIの 技 術 を活用 した翻訳 アプ リ

「KDDI AI翻 訳 」 を開発 し、同 日よ り提供 を開始 し

ま した。

http:〃getnews.jp!archives11628924

■最速0.2秒!ほ ぼ リアル タイムで翻 訳 して くれ るウ

ェア ラブル音声翻訳 デ バイ ス 「イ リー」

ログバーは 、世界初 の ウェアラブル音 声翻 訳デバイス

「ili(イリー)」 を、今年 の春か ら事 業者 向けにサー ビ

ス を開始す る と発表 しま した。

http:〃kaden.watch.impress.co.jp/docs/news/104178

6.htm1

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2017102117配 信vo1.095

AAMT Forumメ ー ルマ ガジン

2017103103配 信voLO96

 こ ん にちは。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当です。

 寒 い 日と暖 かい 日が行 った り来た りします が、 もう

少 し暖 かい 日が続 いてほ しい この頃 、いかがお過 ごし

で しょうか。 二月 も半 ばを過 ぎ、そろそろ花粉 が気 に

なる時期 ですね。皆様 、今年 の花粉対策 はお 済み で し

ょうか。 では、メールマ ガジン第95号 をお届 け しま

す。

こんに駄 ㎜Fo㎜ メルマガ担当です。冬の名

残のまだ去りやらぬこの頃、いかがお過ごしでしょうか.

朝夕はまだまだ寒いですが、それでも春はもう間近です。

また、今号を持ちましてメルマガ担当が交代 となります。

担当期間は3年 ほどでしたが、これまでお読みいただき、

ありがとうございます。では、メールマガジン第96号 を

お届けします。

■KDDI、 AIを 活 用 した翻訳 アプ リ 「KDDI AI翻 訳 」 ■ カメラをか ざすだ け!「Google翻 訳 」のAR翻 訳機
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能が30言 語 に対応! リアル タイム翻訳が面 白す ぎ

る

Google翻 訳 は、最近ARモ ー ドに対応 し、カメラをか

ざす だけで リアル タイム翻 訳で きる機 能が追加 され ま

した。 日本語 に も対応 したGoogle翻 訳 のAR機 能 と

も言 うべ き 「Word Lens」 機 能を特集 記事にな ります。

http:〃vrinside.jp/news/google・translate/

■ プ ロ翻訳家 と人工知能が 「翻訳対決」圧勝 した のは

もちろん…

2月21日 、韓 国 ・国際通訳翻訳協会 と世宗大学が共 同

で主催 した 「人間対人工知能の翻訳対決」が ソウル で

開催 され ま した。

https:〃roboteer・tokyo.com!archives17948
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                協会活動報告

            (2017年2月 ～2017年4月(5月))

機 械 翻 訳 課 題 調 査 委 員会

2017年2月24日(2016年 度 第10回)

    ① 各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

      (WG3)

      ・JAT主 催でアメ リカで開催 され るIJET28に おいて ㎜ が紹介 される

      ・UTXを テーマとして山本委員が近 日行 う発表

        言語処理学会

        STC Tokyo特 別セ ミナー

        第8回 産業 日本語研究会 ・シンポジウム

      ・UTX仕 様検討

        UPF相 互変換

        TBX相 互変換

      ・宿題

        実際のTBXデ ー タを使ってどの程度UTXに 変換できるかを試す(山 本委員)

    ② 全体会議

      ・MT Summit XVI準 備状況

      ・AAMTロ ゴ

      ・AAMT法 人会員向け講演 会 ・交流会

      ・AAMT MTフ ェア

      ・秋葉委員最終回

2017年3月24日(2016年 度 第11回)

    ① 各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

     (WG3)

      ・UTXの 広報活動

        STC東 京支部主催 「特別セ ミナーとパネルデ ィスカッション」

        産業 日本語シンポジウム

      ・2016年 度事業報告

      ・UTX仕 様について

        UTX・exに ついて
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2017年4月21日(2017年 度 第1回)

   ① 各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

     (WGl, WG2)

      ・2017年 度の活動について

        全体の方針

        WG 1評 価

        WG 2評 価 ・啓蒙 ・広報

        2017年 度 に向けて

      ・MTフ ェアのための準備

        招待講演 の演者

        展示 コーナー 募集の案内、個人会員にも開放

       AAMT委 員会か らの出展

        時間配分

    ② 全体会議

      ・永田委員の紹介

      ・WG 1&2, WG3の 議事内容の紹介

      ・MTフ ェアの講演 者

      ・MT Summit

        Workshop/tutorial

      ・委員会の議事録

        今後はdropboxで 共有できるよ うに したい

      ・AAMTジ ャーナル

        次号はフェア記念号、坂本先生のMTの 歴史の連載が最終回 とな り、別 冊にな

        る

イ ン ター ネ ッ トWG

    ①総会 ・MTフ ェアに対応 したAAMTホ ームページの更新

    ② 旧コンテンツか ら新 コンテ ンツへの誘導の推進

    ③AAMTサ イ トのセキュ リティー対応

編 集 委 員 会

2017年 4月 10日(2017年 度 第1回)

    No.65(2017年6月 発行)の企画 を行 った。およびその後の編集作業を行った。
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㎜/Japio特 許 翻訳 研 究会

2017年5月12日(金)(2017年 度

1

2

3

4

5

6

             第1回)

議事録 の確認

愛媛大学 二宮崇先生 による 「愛媛大学におけるニューラル機械翻訳の取 り組み」の ご発表

MTサ ミッ トについて

昨年度の報告書の内容紹介

第二回研究会での 「新年度の活動計画紹介」の依頼 について

次回の開催について

・今後の研究会開催 の 日時予定(場 所)

・次回研究会予定 (平成29年6月16日 開催予定)

・主な議題

・新年度の活動計画書

AAMT/Japio特 許翻 訳研 究 会 拡 大評価 部 会

2017年5月12日(金)(2017年 度 第1回)

 1.各 グルー プ の活動 発表

  ・自動 評価 グル ー プ

  ・人 手評価 グル ー プ

  ・テ ス トセ ッ トグル ー プ

 2.そ の他

 3.次 回 開催 日予 定 10月 開催 予定
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一
 AAMTジ ャーナル編集委員会委員長

筑波大学システム情報系知能機能工学域

           宇津呂 武仁

醐Tジ ャーナル65号 をお送 りします。

今号 の巻頭言 は、A:1.HT会 長 、名古屋大学の中岩浩 巳先生 よ り御寄稿 を頂 きま した。

これ まで、2013年6月 発 行の53号 か ら、2017年3号 発行の前号64号 まで、5年 間 にわ たって、理事の坂本義行

先生 か ら、機械翻訳 の歴 史に関す る貴重な連載を御 寄稿頂 いて参 りま した。編集委員会 にお きま しては、この度 、

この全9回 の連載 をま とめて保 存版別 冊 と して とりま とめ、会員の皆様 にお配 りす ることと致 しま した。また、

今 号にお きま しては、坂本 先生な らびに担当の小谷編 集委員に、改めて本連載を振 り返 って頂 き、その紹介文を

御 寄稿頂 きま した。

一方
、今 号に先立ちま して、本年4月24日(月)に 、 「機械翻訳 シンポジ ウムAIで 変わ るグローバル コ ミュニケ

ーシ ョン ー身近 になった機械 翻訳 一」が開催 されま した。主催者の、A:1.HT前 会 長 豊橋技術科学大学 井佐原均

先生 より、同 シンポジ ウムの報告を御寄稿頂 きま した。

ま た 、 本 年2月28日(火)～3月2日(木)、3月8日(水)、3月23日(木)、4月25-26日(火 水)に そ れ ぞ れ 開 催 さ

れ ま し た 、LocWorld33-Shenzhen 2017、 第8回 産 業 日 本 語 研 究 会 ・シ ン ポ ジ ウ ム 、 第6回JTF翻 訳 セ ミナ ー 、

TAUS ExecutiveForum TQkyo 2Q17の 報 告 を 、 い ず れ も 、 XTM InternatiQnal社/LOGOStar社 の 目 次 由 美 子 様 よ り

御 寄 稿 頂 き ま し た 。

さらに、本年3月13日(月)～17日(金)に 開催 されま した言語処理学会第23回 年 次大会にお きま して、機械翻訳

課題 調査委員会 ワーキ ンググループ3(UTXチ ー ム)山 本ゆ うじ氏が発表 され ま した 「ニ ュー ラルMTを 構造化用

語デー タUTXで 補 完 して翻訳品質 を改善す る簡便 なポス トエデ ィ ッ ト手法」 につ いて御 寄稿頂 きま した。

その他、翻訳関係 各社の製品 ・サー ビスにつ きま して 、貴重な御 寄稿 を頂きま した。株 式会社MK翻 訳事務 所の梶

木正紀様 か らは、 「ハイブ リッ ド翻訳:ク ラ ウ ド翻訳 システム、機械翻訳 、人によ るポス トエデ ィッ トの融合」

につ いて御寄稿頂 きま した。株式会社 ヒュー マンサイエンスの中山雄 貴様 か らは、 「ニ ュー ラル機械翻 訳導入 ソ

リュー シ ョン」について御寄稿頂 きま した。株 式会社イ ンター グル ープ プロ翻訳者 ・通訳者養成機関イ ンタース

クール様 か らは、 「クラ ウ ド翻訳講座 の ご紹 介」について御寄稿頂きま した。

AA.MT内 の活動報 告 として、 「AAMTフ ォー ラム メールマ ガジンバ ックナ ンバー」 を掲載 いた しま した。

その他、 「1棚T会員のひろば」の企画におきま しては、法人会員 ・個人会員各1件 の紹介文を掲載 しました。
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.. 入 会の ご案 内

 AAMTは 、機械翻訳の発展を目的 として、機械翻訳の研究者、開発者、製造者、利用者が集まった

任意の組織です。委員会による定期的な調査研究をは じめ、機関誌の発行、シンポジウムの開催など

活動を行っています。

機械翻訳にご関心のあるすべての方にご入会をお勧めします。

               **AAMT会 員の 特 典**

1.AAMT Journalの 購読がで きます。

会員 には、機関誌であ るAAMT Journal(年2～3回 発 刊予定)が 送付 され ます。購読料 は年会 費に

含 まれてい ます。

2.機械翻訳 関連 の最新情報 をメールでお届 け

会員専用 メー リング リス トで、最新の機会翻訳 関連 の情報 をお届 け します。

MT新 製 品、新サー ビスの紹介、国際会議 、シンポ ジウムのお知 らせ、 WEBで のMT関 連記事 の紹 介

な ど盛 りだ くさん です。

3.AAMTが 組織 す る委員会や調査 活動に参加 し、機械 翻訳や翻訳 に関心の ある方 との交流 を深 め、

知見 を広め ることが できます 。

鰍 翻 に関す る言語資料の調査 、広報 、標 準化活動 に参加 した り、AMT Journalや 会 員朝 メー

リング リス トで、 自社製 品、サー ビスの紹介 を行 うことがで きます。

4.関 連機 関の主催 する国際会 議に参加で きます 。

IAMTの 主催で隔年開催 され るMT Summitを は じめ、 AAMT、 AMTA*、 EAMT**の 主催す る会議 や

ワー クシ ョップに参加で きます。

AMTA* :Association fbr Machine Translation in the Americas

EAMT** :European Association fbr Machine Translation

年会費は以下の通 りです 。

法人会員:入 会金 1口 10,000円

個人会員:入 会金    1,000円

年会費1口50,000円

年 会費  5,000円(学 生は学 生会費1,000円)

ご関心の ある方は 、事務局 までお問い合わせ くだ さい。

ア ジア太平洋機械 翻訳協会(AAMT)

ホームペー ジ:http:〃www.aamt.hlfb

電子 メール:aamt・infb@aamt.info
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          入 会 申込書

以下の通り、アジア太平洋機械翻訳協会の会員申し込みを致します。

                   申込日 20  年 月 日

氏名(ロ ーマ字)

氏名(漢 字)

電話番号

メール ア ドレス

所属先

所属先住所

種別

機械翻訳に関す るお知 らせメールの配信

〒

ユーザ 研究開発者 その他

希望する 希望 しない

コメン ト
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